
資料 大規模イベントの公衆衛生・医療対応に関する文献アーカイブ 

1. 調査概要

（１）目的と概要

過去のオリンピック大会等の国際的な大規模イベントのレビュー報告書を含む、公衆衛生対策に

係る論文や資料を収集し、それらの分類・整理した。特に公衆衛生リスクアセスメントと保健医療体

制の強化に関する取り組みを中心に収集・整理した。 

（２）調査方法

文献・資料等の収集方法及び分析方法を以下に示す。 

 調査対象としたイベントを以下に示す。

表 1 調査対象 

対象 

2020 年東京大会（2020 年 夏季オリンピック・パラリンピック東京大会） 

2022 年北京冬季大会（冬季オリンピック・パラリンピック競技大会） 

2024 年パリ大会（2024 年 夏季オリンピック・パラリンピックパリ大会） 

2022 年ワールドカップ（FIFA ワールドカップカタール 2022） 

公開データベース上で対象となる病原体の名称を入力・検索し、関連する論文を収集した。 

 調査対象とするデータベース

 PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/ 

表 2 調査キーワード 

収集キーワード 検索上のキーワード 

感染症 Infection 

バイオセキュリティ Biosecurity 

化学事故 Chemical accident 

災害医療 Disaster Medicine 

多数傷病者事故 Accident※ 

熱中症 Heat stroke 

メンタルヘルス Mental Health 

リスクコミュニケーション Risk※ 

リスクアセスメント Risk※ 

AAR（アフターアクションレビュー） Review※ 

※・・複数の単語を組み合わせることで検索精度が落ちるため、一般的な単語で広く検索

 対象期間：2015 年～2025 年 2 月（10 年間）

（資料３）
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２. 調査結果

（１）結果概要

上記の検索キーワードを用い、検索した結果、イベントごとに以下の論文等が抽出できた。

2020東京大会（87件）、2022年北京冬季大会（31件）、2024年パリ大会（10件）、2022年

FIFA カタールワールドカップ（24 件）の論文を精査し、計 188 件の文献について調査した。 

その結果、本調査の目的に合致した論文を約50件、収集、整理した。キーワードごとの論文数に

ついて収集文献の概要を表 4 に示す。 

表 3 検索結果（キーワードごとの論文件数） 

（単位：件） 

収集キーワード 検索上のキーワード 
① 2020

東京
大会

②2022
年北京冬
季大会

③2024
年パリ大

会

④2022
カタール

WC
感染症 Infection 27 4 2 4 

バイオセキュリティ Biosecurity 1 0 0 0 

バイオテロ Bioterrorism 1 0 0 0 

災害医療 
Disaster 
Medicine 

18 6 5 7 

化学事故 Accident 

1 1 0 0 

多数傷病者事故 accident※ 

熱中症 Heat stroke 8 0 0 0 

メンタルヘルス Mental Health 10 5 1 0 

リスクコミュニケーショ
ン／リスクアセスメント

Risk※ 55 25 6 18 

AAR （ After Action 
Review） 

After 0 0 0 1 

Review※ 27 7 5 9 

計（重複を除く） 87 31 10 24 

出所）PubMed データベースを基に三菱総合研究所作成 

（２）主要論文の概要

表 3 で抽出した論文のうち、大規模イベントの公衆衛生・医療に関連する論文のみ抽出し、区分

及び対象リスクを整理した。具体的には、以下のようなテーマを除外した。 
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（除外例） 

 2020 年東京大会の延期に伴う選手のメンタルヘルス等

 オリンピック選手のドーピングリスク等

 総説・コメント等の論文

論文の傾向を表 4 のとおり精査した。 

オリンピック・パラリンピック 2020 年東京大会については、新型コロナに関するリスク評価・リス

ク管理に係る論文が大多数を占めている。新型コロナ発生前は東京大会のリスクとして、熱中症に

対するものが多く、特に屋外におけるリスク評価が行われている。その他、大会開催後に医療体制

に関するリスクを分析する論文も見られた。 

2022 年冬季北京大会についても、新型コロナのリスクが高い時期の開催であったことから、新

型コロナの感染対策のために同大会で採用された「クローズドループ」システムの有効性を評価す

る論文が複数確認できた。また医療体制整備のための疾病分析を行う評価論文も見られた。 

表 4 マスギャザリングイベントに関する論文の分類 

（単位：件） 

対象
論文
数 

区分 対象 

リスク評
価・管理

医療体
制 

サーベイ
ランス

感染症
（COVID-

19 以外） 

COVID-
19 

熱中症 その他 

2020 年 
夏季東京大
会 

43 19 11 ６ 5 20 7 

2022 年 
冬季北京大
会 

5 3 1 １ 4 

2024 年 
夏季パリ大会 

８ ６ - ２ ４ (1)※１ １ 2※2 

2022 年 
FIFA－WC
カタール大会

11 ６ 3 ２ 1 - 2 1※2 

計 ６７ 34 15 11 10 25 10 3 

※１：COVID-19 のみに注目したものではなく、下水サーベイランスの一部に SARS-Cov2 が含まれているもの

※２：その他のうちパリ大会（２）は大気汚染、FIFA カタールは食中毒

2024 年パリ大会では、COVID-19 に注目した論文が減少し、アルボウイルス（デング熱等）の

他、黄色ブドウ球菌などの感染症をテーマにする論文が確認できた。サーベイランス手法として、下

水サーベイランスを用いた様々な感染症の検出に関する研究論文も見られた。 

2022 年 FIFA-ワールドカップについては、屋外スポーツであるサッカーの試合中のリスクとし
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て熱中症に着目したものが確認できた。 

分析を行った論文の概要を表 5 から表８に示す。 
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リ
ス
ク
評

価
デ
ン
グ
熱

 
20

14
年
の
夏
、
東
京
で
デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
が
起
こ
っ
た
。
本
研
究
で

は
、
東
京
に
お
け
る
夏
季
の
デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
リ
ス
ク
を
分
析
し
、
さ

ら
に

20
20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
る
デ
ン
グ
熱
の
リ
ス
ク
を
数

理
モ
デ
ル
を
用
い
て
評
価
し
た
。
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
気
候
要
因
、
そ
れ
ら
の
要
因
を
考
慮
し
た
確
率
伝
播
モ
デ
ル
を
構
築

し
、
適
切
な
シ
ナ
リ
オ
ご
と
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
以
下
の
４
点
が
確
認
さ
れ
た
。

 
(i)

デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
の
発
生
可
能
性
は
少
な
い
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
、

(ii
)
デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
の
発
生
規
模
は
地
域
の
気
候
に
大
き
く
影
響
を

受
け
る
こ
と
、

(ii
i) 
発
生
時
期
は

8
月
と

9
月
上
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
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と
、

(iv
) 
デ
ン
グ
熱
の
流
行
に
発
展
す
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
。

 
20

20
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
リ

ス
ク
が
例
年
の

2
倍
に
増
加
す
る
。
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医
療
体
制

 救
急
搬
送

 
G7

サ
ミ
ッ
ト
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
国
際
的
・
政
治
的
に
注
目
度
の
高
い

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
際
に
は
、
バ
イ
オ
テ
ロ
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
ま

た
、
感
染
症
の
流
行
や
食
中
毒
の
多
発
も
公
衆
衛
生
上
の
懸
念
事
項
と
な

る
。

 
日
本
で
は
、
東
京
都
が
救
急
搬
送
症
候
群
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（

AT
SS
）
を
運

用
し
、
テ
ロ
や
食
中
毒
等
を
含
め
た
監
視
を
行
っ
て
お
り
、
本
研
究
で
は
、

AT
SS

の
枠
組
み
を
評
価
し
た
。

 
20

17
年

10
月
か
ら

20
18
年

11
月
ま
で
の
研
究
期
間
中
、
嘔
吐
・
吐
き

気
、
め
ま
い
、
動
悸
な
ど
の

9
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
症
状
に
つ
い
て
、

33
の

地
域
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
。
全
症
状
の
う
ち
、
軽
度
異
常
が

99
29
件
、

中
度
異
常
が

25
37
件
、
重
度
異
常
が

57
7
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頻
度
は

9.
2%
、

2.
3%
、

0.
5%
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン

タ
ー
が
東
京
都
に
情
報
提
供
し
た
事
例
は
、
期
間
中

28
件
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
う
ち
、
東
京
都
は
７
件
に
つ
い
て
調
査
の
必
要
性
を
判
断
し
、
管
轄

の
保
健
所
に
よ
っ
て
病
院
で
調
査
さ
れ
た
。
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医
療
体
制

 災
害
医
療

 
従
来
、
大
規
模
集
会
に
よ
り
限
ら
れ
た
地
域
に
人
が
集
中
し
た
結
果
、
様
々

な
要
因
で
負
傷
や
疾
病
が
発
生
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

 
大
規
模
集
会
の
対
応
計
画
は
、
患
者
に
迅
速
に
医
療
を
提
供
し
、
救
急
病
院

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
、
お
よ
び
地
元
住
民
の
た
め
の
日
常
的
な
救
急
医

療
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
べ
き
で
あ
る
。

 
20

20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（

CO
VI

D-
19
）
の
流
行
下
で
多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
に
な

る
。

20
16
年
に
発
足
し
た
「

20
20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る
救
急
医
療
お
よ
び
災
害
医
療
対
応
計
画
に
関
す

る
学
術
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（

AC
20

20
）
」
は
、
医
療
リ
ス
ク
の
評
価
に
基
づ

く
声
明
を
発
表
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

開
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
学
術
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
を
中
心

に
、
こ
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
関
連
す
る
救
急
・
災
害
医
療
の
課
題
と

対
策
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
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医
療
体
制

 熱
中
症

 
本
稿
は
、
熱
中
症
（

EH
S）

の
一
次
医
療
に
お
け
る
主
要
な
要
素
を
要
約
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

 
環
境
熱
ス
ト
レ
ス
が
高
い
状
況
下
で
予
定
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
、
ま

た
は
代
謝
要
求
の
高
い
種
目
を
含
む
競
技
で
は
、

EH
S
に
対
す
る
応
急
処
置

の
ポ
リ
シ
ー
と
手
順
を
策
定
し
、
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。

 
EH

S
に
対
す
る
一
次
医
療
の
基
本
的
原
則
は
、
早
期
発
見
、
早
期
診
断
、
迅

速
な
現
場
で
の
冷
却
、
高
度
な
臨
床
ケ
ア
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
則
を
達
成
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20

20
 

す
る
た
め
に
、
医
療
担
当
者
は
、
「
ヒ
ー
ト
デ
ッ
キ
」
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア

を
メ
イ
ン
医
療
テ
ン
ト
内
、
ま
た
は
隣
接
し
た
場
所
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

EH
S
が
疑
わ
れ
る
選
手
が
ヒ
ー
ト
デ
ッ
キ
に
入
室
す
る
と
、
直
腸

温
を
測
定
し
て
深
部
体
温
の
上
昇
を
確
認
す
る
。

EH
S
と
診
断
さ
れ
た
場

合
、
直
腸
温
が

39
℃
以
下
に
な
る
ま
で
選
手
を
そ
の
場
で
冷
却
す
る
。
冷
却

中
、
運
動
関
連
低
ナ
ト
リ
ウ
ム
血
症
や
低
血
糖
症
を
除
外
す
る
た
め
に
血
液

検
査
を
行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
。
選
手
は
、
現
場
で
処
置
が
施
さ
れ
た

後
、
は
じ
め
て
高
度
医
療
施
設
に
搬
送
さ
れ
、
総
合
的
な
医
学
的
評
価
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。

 
結
論
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
会
場
、
搬
送
中
、
病
院
に
お
け
る
す
べ
て
の
医
療

関
係
者
に
よ
る
連
携
し
た
ケ
ア
が
、

EH
S
の
選
手
に
効
果
的
な
管
理
を
提
供

す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
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中
症

 
20

20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
近
代
史
上
最
も
暑
い
大
会
の
一
つ
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
熱
中
症
（

EH
S）

の
発
生
率
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
最
も
効
果
的
な
ク
ー
リ
ン
グ
戦
略
の
研
究
や
、
装
着
可
能
な
冷
却

技
術
の
開
発
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
温
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
大
幅
に
加
速
し
て

い
る
。

 
こ
う
し
た
技
術
の
進
歩
は
熱
中
症
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
だ
ろ
う
が
、
運
営

団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
主
催
者
に
は
倫
理
的
な
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
点
が
あ

る
。
例
え
ば
、
冷
却
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
が
健
康
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
与

え
る
影
響
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
が
す
べ
て
の
選
手
に
利
用
可
能

か
ど
う
か
は
不
確
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
深
部
体
温
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
医
療
チ
ー
ム
は
選
手
の
競
技
続
行
か
否
か

の
重
大
な
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
レ
ビ
ュ
ー
の
目
的
は
、

(1
) 

最
も
新
し
い
ク
ー
リ
ン
グ
戦
略

/技
術
の
安
全
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
両
面
に

お
け
る
実
用
例
を
ま
と
め
る
こ
と
、

(2
) 
熱
中
症
の
早
期
発
見
と
診
断
を
可

能
に
す
る
最
新
の
技
術
開
発
が
も
た
ら
す
利
点
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
で
あ

る
。
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リ
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理
熱
中
症

 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
な
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
や
、
そ
の
他
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
、
熱
中
症
は
屋
外
で
の
活
動
に
と
っ
て
深
刻
な
脅
威
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

熱
中
症
の
リ
ス
ク
は
気
温
の
他
、
移
動
ル
ー
ト
沿
い
の
日
陰
の
有
無
や
休
憩

所
の
配
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
左
右
さ
れ
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
休
憩
所
の
配
置
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
、
経
路
の
最
適

化
に
よ
り
、
歩
行
者
の
熱
中
症
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
方
法
を
導
く
こ
と
で
あ

る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
定
地
で
実
施
し
た
実
験
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

時
の

2
週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果
、
我
々
の

提
案
す
る
最
適
化
モ
デ
ル
で
経
路
を
計
画
し
、
休
憩
所
を
配
置
す
る
こ
と
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で
、
熱
中
症
リ
ス
ク
を
効
果
的
に
低
減
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
給
水
量
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
を
最
適
化
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
を
さ

ら
に
低
減
で
き
る
。

M
ix

ed
 In

te
ge

r N
on

lin
ea

r P
ro

gr
am

m
in

g（
混
合
整

数
非
線
形
計
画
法
）
モ
デ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
要
因
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と

が
で
き
、

 歩
行
者
の
ル
ー
ト
を
最
適
化
し
、
休
憩
所
の
位
置
と
各
休
憩
所
の

給
水
量
を
決
定
す
る
。

 提
案
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
が

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
よ
り
適
切
に
行
う
こ
と
と
、
歩
行
者
が
よ
り
安
全
に
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
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医
療
体
制

 労
作
性
熱
射

病
（

EH
S）

 
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
暑
熱
分
野
の
専
門
家
委
員
会
が
提
案
し
た
労
作
性
熱
射

病
（

EH
S）

の
一
次
医
療
管
理
の
主
要
な
要
素
を
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
に
も
適
用
で
き
る
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
家
委
員
会
が
、

EH
S
の
一
次
医
療
管
理
に
関
す
る
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
関
す
る

IO
C
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
文
書
を
検
討
し
、
改

訂
し
た
。

 
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
も
高
い
暑
熱
ス
ト
レ
ス
下
で
実
施
さ
れ
る
た
め
、

EH
S
の
一
次
医
療
管
理
に
関
す
る
方
針
と
手
順
も
策
定
し
、
遵
守
す
べ
き
で

あ
る
。

EH
S
一
次
医
療
の
基
本
原
則
は
、
早
期
発
見
、
早
期
診
断
、
迅
速
な

現
場
で
の
冷
却
、
高
度
な
臨
床
ケ
ア
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
則
は
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
に
も
適
用
さ
れ
る
が
、
選
手
の
生
理
機
能
（
例
：
自
律
神
経
障

害
）
や
実
際
の
管
理
方
法
（
例
：
倒
れ
た
選
手
の
移
動
や
全
身
冷
却
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
）
に
関
す
る
若
干
の
違
い
に
よ
り
、
調
整
が
必
要
と
さ
れ
る
。
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医
療
体
制

  
本
研
究
で
は
、

20
20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

（
TO

KY
O2

02
0）

の
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
医
療
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
を
評
価

し
、
他
の
大
規
模
集
客
イ
ベ
ン
ト
に
も
一
般
化
で
き
る
修
正
点
を
提
案
す

る
。
東
京

20
20
大
会
組
織
委
員
会
が
提
案
し
た
現
場
医
療
シ
ス
テ
ム
の
脆

弱
性
を
分
析
す
る
た
め
に
、
医
療
失
敗
モ
ー
ド
影
響
分
析
（

HF
M

EA
）
が
採

用
さ
れ
た
。
現
場
で
患
者
を
発
見
し
て
か
ら
病
院
へ
の
搬
送
が
完
了
す
る
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
が
分
析
さ
れ
た
。

12
2
の
潜
在
的
な
失
敗
モ
ー
ド
が
特
定
さ

れ
た
。

HF
M

EA
に
よ
り
、
患
者
の
誤
認
、
現
場
で
の
即
時
対
応
の
遅
れ
、

現
場
医
療
設
備
か
ら
の
処
置
判
断
の
誤
り
、
病
院
へ
の
搬
送
中
の
不
適
切
な

処
置
な
ど
、

9
つ
の
失
敗
モ
ー
ド
が
脆
弱
性
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
提

案
さ
れ
た
修
正
策
に
は
、
見
落
と
し
を
減
ら
す
た
め
の
監
視
、
観
客
向
け
の

救
急
処
置
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
含
ま
れ
た
。
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リ
ス
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感
染
症

 
本
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
東
京
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

/パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
感
染
症
の
発
生
と
気
候
変
動
に
焦
点
を
当
て
る
。

 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
文
献
等
を
体
系
的
に
検
索
し
た
結
果
、
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
お
よ
び
類
似
の
ス
ポ
ー
ツ
メ
ガ
イ
ベ
ン
ト
に
関
連
す
る
感
染
症
と
気
候
関

連
の
健
康
リ
ス
ク
を
扱
っ
た

15
件
の
研
究
が
特
定
さ
れ
た
。

 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
大
会
に
お
け
る
感
染
症
の
調
査
で
は
、
過
去

20
年
以
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ar
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, K
id
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上
に
わ
た
り
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
可
能
な
病
気
や
呼
吸
器
疾
患
に
よ
る
軽
度

の
脅
威
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
や
媒
介
生
物
に
よ
る
感
染
症
の
拡
大
は
、
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
開
催
す
る
都
市
に
と
っ
て
、
新
た
な
、
そ
し
て
差
し
迫
っ
た
課
題
で
あ

る
。
ま
た
、
夏
季
の
気
温
上
昇
、
都
市
部
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
、
会

場
の
混
雑
が
重
な
り
、
選
手
や
観
客
の
熱
中
症
に
よ
る
脅
威
が
継
続
的
に
発

生
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
そ
の

後
の
大
会
で
は
、
暑
熱
障
害
の
リ
ス
ク
が
危
険
域
に
達
し
つ
つ
あ
り
、
長
時

間
の
競
技
や
持
久
力
を
要
す
る
競
技
の
会
場
の
移
転
や
対
策
が
必
要
に
迫
ら

れ
る
。
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サ
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感
染
症

 
20

21
年
、
国
立
感
染
症
研
究
所
は
、
東
京

20
20
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

/パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
夏
季
大
会
に
向
け
て
、
輸
入
可
能
性
の
あ
る
感
染
症
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（

CO
VI

D-
19
）
を
除
く
）
を
対
象
と
し
た
強
化
版
イ

ベ
ン
ト
ベ
ー
ス
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（

EB
S）

を
実
施
し
た
。
従
来
の

EB
S

を
、
世
界
保
健
機
関
（

W
HO

）
の
「
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
か
ら
の
疫
学
情
報
」

シ
ス
テ
ム
と
「

Bl
ue

Do
t E

pi
de

m
ic

 In
te

lli
ge

nc
e」

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
活
用
し
て
強
化
し
た
。
強
化
さ
れ
た

EB
S
は
、
対
応
が
必
要
な
重
大
な
公

衆
衛
生
上
の
事
象
を
検
知
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
複
数
の
情
報
源
か
ら

の
情
報
に
よ
り
、
事
象
の
特
定
、
リ
ス
ク
の
特
性
把
握
、
リ
ス
ク
評
価
の
信

頼
性
向
上
に
役
立
っ
た
。

 
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（

CO
VI

D-
19
）
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

発
生
中
で
あ
っ
て
も
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
質
を
確
保
し
な
が
ら
、
開
催
国

の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
作
業
量
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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リ
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熱
中
症

 
20

20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
異
常
気
象
の
時
代

に
安
全
で
公
平
な
大
会
を
開
催
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
を
真
剣
に
考
え
る

べ
き
重
要
な
機
会
と
な
っ
た
。
こ
こ

10
年
ほ
ど
は
、
選
手
を
暑
さ
か
ら
守

る
た
め
の
対
応
策
が
ス
ポ
ー
ツ
界
で
急
速
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
気

温
や
暑
さ
指
数
（

W
BG

T）
を
考
慮
し
た
時
間
や
場
所
で
の
試
合
開
催
な
ど

の
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

20
20
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
過
酷
な
暑
さ
は
選
手
だ
け
で
な
く
大
会
関
係
者
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
中
、
今
後
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
お
け
る
暑
さ
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
体
系
的
な
熱
中
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と

介
入
評
価
を
統
合
す
る
必
要
が
あ
る
。

20
20
年
の
東
京
大
会
は
、
忍
び
寄
る

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
公
衆
衛
生
対
策
を
加
速
さ
せ
る
警
鐘
で
あ
る
。
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熱
中
症

 
競
歩
や
マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
疫
学
的
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
高
気
温
と
相
対
湿
度

が
高
い
と
熱
中
症
の
発
生
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

 
20

20
年
の
東
京
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
気
温
が
よ
り
低
い
と
予
測
さ
れ

た
札
幌
に
競
歩
と
マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
会
場
を
変
更
し
た
。
そ
れ
で
も
、
大
会
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期
間
中

30
度
を
超
え
る
日
が
続
い
た
。

 
札
幌
で
は

5
つ
の
競
技
（
男
子
・
女
子

20
km

競
歩
、
男
子

50
km

競
歩
、

男
子
・
女
子
マ
ラ
ソ
ン
）
が
開
催
さ
れ
た
。
各
競
技
に
お
け
る
棄
権
率

（
DN

F）
は
、
競
歩

8.
6～

20
.3

%
、
マ
ラ
ソ
ン

17
.1

%
～

28
.3

%
で
あ
っ

た
。

 
計

50
人
の
選
手
が
医
療
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
搬
送
さ
れ
、
そ
の
う
ち

48
人

（
96

%
）
が
、
熱
中
症
の
兆
候
や
症
状
を
呈
し
て
い
た
（

24
人
は
途
中
棄

権
）
。
熱
中
症
と
診
断
さ
れ
た
選
手

2
人
と
、
重
度
の
熱
疲
労
（
中
枢
神
経

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
直
腸
体
温
が

39
.5
℃
以
上
）
と
診
断
さ
れ
た
選
手

3
人
は
、
医
療
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
の
熱
中
対
策
エ
リ
ア
で
全
身
を
冷
水
に
浸

す
冷
却
処
置
を
受
け
た
。
冷
却
さ
れ
た
す
べ
て
の
選
手
は
、
合
併
症
を
起
こ

す
こ
と
な
く
回
復
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
が
選
手
を

冷
却
す
る
た
め
の
対
策
を
準
備
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
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ス
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評
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太
陽
光
曝
露

 
日
光
へ
の
過
剰
暴
露
は
皮
膚
が
ん
の
主
な
原
因
で
あ
る
。
皮
膚
が
ん
の
予
防

に
は
、
紫
外
線
対
策
と
適
切
な
日
焼
け
対
策
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

 
本
研
究
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
中
の
ス
ペ
イ
ン
人
セ
ー
リ
ン
グ
選

手
の
太
陽
光
曝
露
の
リ
ス
ク
を
定
量
化
し
、
日
焼
け
防
止
対
策
を
評
価
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
調
査
対
象
者

13
名
（
女
性

7
名
）
の
平
均
年

齢
は

27
.6

±
4.

7
歳
、
ス
ポ
ー
ツ
経
験

17
.7

±
5.

4
年
。

 
日
焼
け
の
割
合
は
高
く
（

46
.2

%
）
、

1
日
当
た
り
の
平
均
紫
外
線
暴
露
量
は

76
1.

0±
26

3.
6 

J/
m

2、
最
小
紅
斑
線
量
は

3.
0±

1.
1、

標
準
紅
斑
線
量
は

7.
6±

2.
6
で
あ
り
、

8
時
間
労
働
に
お
け
る
許
容
最
大
紫
外
線
暴
露
量
の

7
倍
で
あ
っ
た
。

 
日
焼
け
の
防
御
は
、

T
シ
ャ
ツ
の
着
用
が
最
も
一
般
的
（

94
.2

%
）
で
、
つ
い

で
日
陰
（

50
.2

%
）
、
帽
子
（

44
.0

%
）
、
サ
ン
グ
ラ
ス
（

26
.1

%
）
、
日
焼

け
止
め
（

11
.8

%
）
の
順
で
あ
っ
た
。
日
焼
け
を
防
ぐ
た
め
の
日
焼
け
対
策

（
特
に
日
焼
け
止
め
の
使
用
）
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ス

ポ
ー
ツ
連
盟
は
、
こ
れ
ら
の
選
手
の
間
で
皮
膚
が
ん
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ

る
た
め
に
、
日
焼
け
に
関
連
す
る
曝
露
習
慣
と
光
防
御
行
動
に
取
り
組
む
教

育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
。
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リ
ス
ク
評

価
 

熱
中
症

 
本
稿
は
、

20
20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（

OG
）
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
PG
）
に
参
加
し
た
選
手
の
熱
中
症
の
原
因
と
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
な
記
述
的
研
究
で
あ
る
。

 
対
象
者
は
、

20
6
か
国

15
,8

20
人
の
選
手
と
し
、
各
会
場
に
お
け
る
熱
中
症

患
者
数
、
各
競
技
に
お
け
る
発
生
率
、
性
別
、
出
身
大
陸
、
競
技
種
目
、
環

境
要
因
（
会
場
、
時
間
、
場
所
、
暑
さ
指
数
（

W
BG

T）
）
、
治
療
要
因
、

競
技
種
目
な
ど
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
選
手
の
熱
中
症
は
、

OG
で

11
0
例
、

PG
で

36
例
発
生
し
、
大
多
数
が
屋
外
会
場
で
発
生
し
て
い
た
。

OG
で
は
、
マ
ラ
ソ
ン
と
競
歩
の
競
技
中
に
合
計

50
例
発
症
し
た
。

 

In
ou

e 
H,

 T
an

ak
a 

H,
 

Sa
ka

na
sh

i S
, K

in
os

hi
 T

, 
Nu

m
at

a 
H,

 Y
ok

ot
a 

H,
 

Ot
om

o 
Y,

 M
as

un
o 

T,
 

Na
ka

no
 K

, S
ug

ita
 M

, 
To

ku
na

ga
 T

, S
ug

im
ot

o 
K,

 In
ou

e 
J, 

Ka
to

 N
, 

Na
ka

ga
w

a 
K,

 T
an

ak
a 

S,
 

Sa
gi

sa
ka

 R
, M

iy
am

ot
o 

T,
 BM

J O
pe

n 
Sp

or
t E

xe
rc

 
M

ed
. 2

02
3 

Ap
r 

7;
9(

2)
:e

00
14

67
. d

oi
: 

10
.1

13
6/

bm
js

em
-

20
22

-0
01

46
7.

 
eC

ol
le

ct
io

n 
20

23
. 

216



P
M

ID
 

論
文
タ
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ト
ル

 
区
分

 
 

テ
ー
マ

 
論
文
の
ポ
イ
ン
ト

 
著
者

 
書
誌
情
報

 

要
因
分
析
で
は
、
会
場
ゾ
ー
ン
、
屋
外
競
技
、
暑
さ
指
数
の
高
さ
、
持
久
系

ス
ポ
ー
ツ
が
、
中
等
度
お
よ
び
重
度
の
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
分

か
っ
た
（

p 
<0

.0
5）

。
熱
中
症
に
対
す
る
適
切
な
処
置
（
冷
却
飲
水
、
ア
イ

ス
タ
オ
ル
、
保
冷
輸
液
、
経
口
補
水
）
に
よ
り
、
発
症
率
と
重
症
度
は
軽
減

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
夏
季
の
高
温
環
境
下
で
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て

有
益
で
あ
る
。

 予
想
に
反
し
て
、
約

10
0
人
に

1
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
が
熱
中
症
に
か
か
っ
た
と
計
算
さ
れ
た
が
、
適
切
な
予
防
や
適
切
な
治
療

な
ど
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
低
減
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス

 

 
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
評
価
ツ
ー
ル

1（
SM

HA
T-

1）
は
、
ア
ス
リ
ー

ト
の
健
康
評
価
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
一
段

階
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
質
問
票
（
ア
ス
リ
ー
ト
心
理
的
ス
ト
レ
ス
質
問
票

（
AP

SQ
）
）
の
有
効
性
は
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
で
は
ま
だ
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
本
研
究
で
は
、

AP
SQ

の
能
力
を
評

価
し
た
。

 
東
京
お
よ
び
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ア
ス
リ
ー
ト

10
66

人
が

SM
HA

T-
1
を
実
施
し
た
。
各
質
問
票
は
公
表
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
従
っ
て
採
点
さ
れ
、

AP
SQ

で
陽
性
と
判
定
さ
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト

が
、
そ
の
後
の
質
問
票
で
陰
性
と
判
定
さ
れ
た
割
合
（

FN
R）

が
算
出
さ
れ

た
。

 
女
性
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
冬
季
の
選
手
は
、
男
性
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
夏

季
の
選
手
と
比
較
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

1
つ
以
上
の
質
問
票
で
高
い
陽
性
率
を

示
し
た
（

p<
0.

05
）
。
潜
在
的
な
精
神
衛
生
上
の
問
題
を
検
出
す
る

AP
SQ

の
FN

R
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
初
期
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
と
し
て

AP
SQ

の
み
を
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、

AP
SQ

と
SM

HA
T-

1
の
そ
の
後

の
す
べ
て
の
質
問
票
を
完
了
す
る
こ
と
を
選
手
に
推
奨
す
る
。
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サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス

 
感
染
症

 
20

21
年

7
月
か
ら

9
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
い
て
、
大
会
期
間
中
の

CO
VI

D-
19
以
外
の
感
染
症

発
生
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
及
び
対
応
は
東
京
都
が
担
当
し
た
。
感
染
症
の
早

期
発
見
と
迅
速
な
対
応
を
目
的
と
し
て
、
複
数
の
情
報
源
を
監
視
す
る
シ
ス

テ
ム
が
使
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
通
常
の
発
生
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
、
定
点

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
、
症
候
群
監
視
、
ク
ラ
ス
タ
ー
監
視
、
救
急
車
搬
送
監

視
、
東
京
感
染
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
含
ま
れ
た
。
複
数
の
情
報
源
に
よ
る

監
視
シ
ス
テ
ム
か
ら
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
要
約
し
た
日
次
報
告
書
が
配
布

さ
れ
た
。
複
数
の
情
報
源
に
よ
る
監
視
シ
ス
テ
ム
は
大
会
期
間
中
の
情
報
提

供
に
役
立
ち
、
他
の
大
規
模
集
会
に
お
け
る
感
染
症
の
発
生
の
早
期
発
見
と

迅
速
な
対
応
に
貢
献
で
き
る
。

 

Su
gi

sh
ita

 Y
, S

om
ur

a 
Y,

 
Ab

e 
N,

 M
ur

ai
 Y

, K
oi

ke
 Y

, 
Su

zu
ki

 E
, Y

an
ag

ib
ay

as
hi

 
M

, K
ay

eb
et

a 
A,

 Y
os

hi
da

 
A.

 

W
es

te
rn

 P
ac

 S
ur

ve
ill

 
Re

sp
on

se
 J.

 2
02

3 
Se

p 
30

;1
4(

3)
:1

-1
0.

 d
oi

: 
10

.5
36

5/
w

ps
ar

.2
02

3.
1

4.
3.

97
8.

 e
Co

lle
ct

io
n 

20
23

 Ju
l-S

ep
. 

38
02

04
91

 
Em

er
ge

nc
y 

de
pa

rtm
en

t 
ac

tiv
iti

es
 a

t t
he

 A
th

le
te

s' 
Vi

lla
ge

 d
ur

in
g 

th
e 

To
ky

o 

医
療
体
制

  
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
最
優
先

事
項
で
あ
る
た
め
、
選
手
村
に
医
療
施
設
が
設
置
さ
れ
、
救
急
外
来
（

ER
）

で
の
重
症
疾
患
や
外
傷
の
早
期
治
療
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
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ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
患
者
を
早
期
に
特
定
す
る
た
め
に
、

ER
で
来

院
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
医
療
施
設
の

ER
で
の
活

動
を
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
20

21
年

7
月

13
日
か
ら

9
月

8
日
ま
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
時
に
実
施
さ
れ
た

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
、
看
護
記
録
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
デ
ー
タ
を

収
集
し
た
。

 
結
果
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
期
間
中
、

12
,3

18
件
の
一
次
診
療
事
例
が
報
告

さ
れ
、
そ
の
う
ち

75
件
が
救
急
外
来
で
治
療
さ
れ
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、

83
98
件
の
一
次
診
療
事
例
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
う
ち

94
件
が
救
急

外
来
で
治
療
さ
れ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
期
間
中
、
筋
骨
格
系
の
障
害

（
26
人
の
患
者
）
が
最
も
多
く
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
耳
、
鼻
、
喉
の

症
状
が
最
も
多
か
っ
た
（

21
人
）
。
選
手
村
で
は

2
人
の
選
手
が
心
肺
停
止

状
態
と
な
り
、
蘇
生
後
に
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。

 
今
回
の
デ
ー
タ
は
、
今
後
の
国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
医
療
ケ

ア
と
感
染
予
防
の
改
善
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
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本
研
究
で
は
、
東
京

20
20
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

期
間
中
に
選
手
を
現
地
の
医
療
施
設
に
移
送
す
る
理
由
を
特
定
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
期
間
中
、
そ

れ
ぞ
れ

66
名
（

8.
3/

1,
00

0）
お
よ
び

18
名
（

7.
2/

1,
00

0）
の
選
手
が
外

部
医
療
機
関
を
受
診
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
受
診
理
由
の
内
訳
は
、
け

が
が

48
件
（

72
.7

%
）
、
病
気

13
件
（

19
.7

%
）
、
熱
中
症

5
件

（
7.

6%
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
患
者
の
う
ち
、

56
人
（

84
.9

%
）
が
外
来

患
者
と
し
て
治
療
を
受
け
、

10
人
（

15
.1

%
）
が
入
院
し
、
そ
の
う
ち

3
人

は
7
日
以
上
の
入
院
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
方
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

負
傷
が

7
例
（

38
.8
％
）
、
そ
の
他
の
疾
患
が

9
例
（

50
.0
％
）
、

HS
Iが

1
例
（

5.
6％

）
、
そ
の
他
が

1
例
（

5.
6％

）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

11
例

（
61

.1
％
）
が
外
来
患
者
と
し
て
治
療
さ
れ
、

7
例
（

38
.9
％
）
が
入
院
し

た
が
、

7
日
以
上
入
院
し
た
患
者
は
い
な
か
っ
た
。
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病
発
生
率

 
東
京

20
20
年
夏
季
大
会
な
ら
び
に
北
京

20
22
年
冬
季
大
会
に
お
け
る
米
国

チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
の
負
傷
お
よ
び
疾
病
に
関
す
る
疫
学
的
デ
ー
タ
を
報
告

す
る
。

 
20

20
年
東
京
大
会
お
よ
び

20
22
年
北
京
大
会
に
お
け
る
米
国
チ
ー
ム
ス

タ
ッ
フ
（
総
ス
タ
ッ
フ
数
、

N=
17

03
（
女
性

62
.5

%
）
；
総
ス
タ
ッ
フ
日

数
（

SD
）

=3
4,

48
9）

の
医
療
対
応
に
つ
い
て
、
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に

レ
ビ
ュ
ー
し
た
。

 
10

00
人
・
日
当
た
り
の
発
生
率
を

95
%

 C
Iで

算
出
し
た
結
果
、
米
国
チ
ー

ム
の
ス
タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
が
負
っ
た
病
気
は
合
計

32
件
（
発
生
率
［

95
％

CI
］

0.
9［

0.
6、

1.
2］

）
、
負
傷
は

23
件
（
発
生
率

0.
7［

0.
4、

0.
9 ］

）
で
あ
っ
た
。
系
統
別
に
分
類
す
る
と
、
皮
膚
系
お
よ
び
感
染
症
が
病
気
と
し
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て
最
も
多
く
み
ら
れ
（

IP
 0

.5
%

; 
発
生
率

 0
.2

 [0
.1

, 0
.4

]）
、
上
肢
の
負
傷

が
傷
害
と
し
て
最
も
多
く
み
ら
れ
た
（

IP
 0

.3
%

; 
発
生
率

 0
.3

 [0
.1

, 
0.

5]
）
。

 東
京

20
20
大
会
お
よ
び
北
京

20
22
大
会
に
お
け
る
米
国
チ
ー

ム
の
ス
タ
ッ
フ
の
傷
害
お
よ
び
疾
病
率
は
低
か
っ
た
が
、
傷
害
お
よ
び
疾
病

リ
ス
ク
に
関
す
る
知
識
は
、
競
技
中
の
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
決
定
や
予
防
戦
略
に
役
立
つ
。
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CO

VI
D 

CO
VI

D-
19
の
発
生
率
を
把
握
す
る
た
め
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
村
で
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
疫
学
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

 
SA

RS
-C

oV
-2
の

RN
A
は
、
該
当
す
る
地
域
で
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
で
も
、
多
く
の
廃
水
サ
ン
プ
ル
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
今
回
の
結

果
は
、
廃
水
ベ
ー
ス
の
疫
学
が
、
他
の
大
規
模
集
会
な
ど
に
お
け
る
感
染
症

対
策
の
ツ
ー
ル
と
し
て
そ
の
有
用
性
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
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D 
20

20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

20
21
年
に
延
期
さ
れ
た
。

 C
OV

ID
-1

9
の
蔓
延
を
減
少
さ
せ
る
上
で
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
実
際
に
ど

の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
東
京

20
21
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
関
す

る
適
切
な
決
定
を
下
す
に
は
、
最
新
の
疫
学
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
後
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
の
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
、

W
HO

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
リ
ス
ク
軽

減
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
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CO
VI

D 
バ
ブ
ル
方
式
の
順
守
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
へ
の
隔
離
な

ど
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
困
難
な
状
況
下
に
お
け
る
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性
を
調
査
し
た
。
選
手
村
内
外
の
医
療

機
関
と
連
携
し
、
日
本
出
国
時
の

SA
RS

-C
oV

-2
の

PC
R
検
査
結
果
を
活

用
し
て
、
海
外
参
加
者
を
対
象
と
し
た
前
向
き
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
実
施
し

た
。

 
本
研
究
で
は
、
出
国
時
に

PC
R
陰
性
で
あ
っ
た
合
計

12
,0

72
人
の
外
国
人

を
検
査
し
、
そ
の
う
ち

13
人
（

0.
11

%
）
が

PC
R
検
査
陽
性
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
既
往
歴
は
な
か
っ
た
。
完
全
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

ま
た
は
最
低

1
回
（

14
日
以
上
前
）
接
種
の
有
効
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ

74
％

と
81
％
で
あ
っ
た
。
陽
性
率
は
バ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
遵
守
者
で
は

0.
09

%
、
非

遵
守
者
で
は

0.
28

%
で
あ
り
、
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

 
以
上
の
結
果
か
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
頻
繁
な
検

査
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
バ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
遵
守
な
ど
の
対
策
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ

う
な
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
可
能
性
を
示
し
て
い

る
。

 
た
だ
し
、
本
研
究
は
観
察
研
究
で
あ
る
た
め
、
結
論
は
あ
く
ま
で
仮
説
で
あ
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り
、
結
果
を
一
般
化
し
た
り
、
他
国
や
他
の
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に

適
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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CO

VI
D-

19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で

20
20
夏
季
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
行
わ

れ
、
世
界

20
6
カ
国
か
ら
約

11
,0

00
人
の
選
手
が
東
京
に
集
結
す
る
。

 
本
研
究
で
は
大
規
模
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

CO
VI

D-
19
の
効
果
的
な

予
防
・
制
御
策
を
リ
ス
ク
評
価
に
従
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
入
策
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
検
討
す
る
。
ラ
ン
ダ
ム
モ
デ
ル
を
用
い
て
初
期
感
染
者
数

を
算
出
し
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布
を
用
い
て
参
加
国
数
か
ら
初
期
感
染
者
数
を
決

定
し
た
。

 
さ
ら
に
、

CO
VI

D-
19
の
伝
播
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
に
、
流
行

性
疾
患
の
数
理
モ
デ
ル
の
感
受
性

-曝
露

-感
染

-回
復
（

SE
IR
）
に
基
づ
い

て
、
感
受
性

-曝
露

-症
候
性

-無
症
候
性

-回
復

-入
院
（

SE
IA

RH
）
モ
デ
ル

を
構
築
し
た
。
模
擬
介
入
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ナ
リ
オ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

リ
ス
ク
評
価
指
標
に
従
っ
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る

CO
VI

D-
19

感
染
の
リ
ス
ク
を
評
価
し
た
。
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
に
よ
り
提
案
さ

れ
た
現
行
の

CO
VI

D-
19
予
防
対
策
は
強
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
動
態
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
各
種
予
防
・
抑
制
措

置
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
各
種
措
置
に
お
け
る
二
次
感
染
者
数
を
比
較

し
た
と
こ
ろ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
最
も
優
れ
た
予
防
・
抑
制
効
果
を
も
た
ら

す
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果
は

78
.1
％
ま
た
は

89
.8
％
で

あ
り
，
選
手
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が

80
％
に
達
す
れ
ば
，
流
行
防
止
の
壁
を

築
く
こ
と
が
で
き
る
。
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東
京

20
20
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は

20
21
年
夏
に

延
期
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
東
京
の
医

療
シ
ス
テ
ム
を
圧
迫
す
る
感
染
爆
発
（
ス
ー
パ
ー
・
ス
プ
レ
ッ
デ
ィ
ン
グ
）

の
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
効
果
的
な
各
種
検
査
の
拡

大
な
ど
の
対
策
や
抑
制
措
置
が
功
を
奏
し
、
安
全
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
、

成
功
裏
に
開
催
で
き
た
。

 
20

22
年

2
月
か
ら

3
月
に
は
、
北
京
に
お
い
て

20
22
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
開
催
し
、
東
京
大
会
で
得
ら
れ
た
教
訓
を
活
か
し
た
対
策
を
講
じ
た
。

 
東
京
と
北
京
の
両
大
会
で
行
わ
れ
た
検
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
か
ら
、
実
施

さ
れ
た
対
策
が
大
会
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
を
防
ぐ
の
に
効
果
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

 
東
京
と
北
京
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
か
ら
得
ら
れ
た
広
範
な
経
験
は
、
適
切

な
リ
ス
ク
評
価
、
リ
ス
ク
軽
減
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
制
が
整
っ
て
い

れ
ば
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
も
大
規
模
な
集
会
を
組
織
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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CO
VI

D 
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
中
に
は
、
国
内
外
か
ら
の
参
加
者
の
間
で
物

理
的
な
接
触
が
増
え
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（

CO
VI

D-
Ju

ng
 S

M
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ay
as

hi
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, 
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19
）
の
感
染
者
数
が
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
本
研

究
で
は
シ
ナ
リ
オ
分
析
に
よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
可
能
性
を
定
量
的
に
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

 
年
齢
層
別
に
構
成
さ
れ
た
離
散
時
間
決
定
論
的
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル

を
使
用
し
、
パ
ラ
メ
ー
タ
は
、
大
阪
に
お
け
る
年
齢
層
別
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
発
症
率
デ
ー
タ
を
用
い
て
校
正
し
た
。
数
理
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
検
討
し
た
モ
デ
ル
に
各
種
の
対
策
と
と
も
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
組
み
込
ん
だ
。

 
結
果
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
観
客
が
来
場
す
れ
ば
、
感
染
者
数
と
入
院
患

者
数
が
急
増
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
デ
ル
タ
変
異
株
の

感
染
拡
大
（
時
間
依
存
的
な
相
対
伝
播
力
の
増
加
）
を
明
示
的
に
組
み
込
ん

だ
シ
ナ
リ
オ
の
予
測
で
は
、
東
京
都
内
の
集
中
治
療
室
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
さ
せ
な
い
た
め
に
、
重
症
患
者
の
発
生
を
抑
制
す
る
に

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
か
ら

8
週
間
以
上
、
厳
格
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
対
策
（

Rt
=0

.7
）
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

我
々
の
モ
デ
リ
ン
グ
分
析
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
お
よ
び
開
催
後

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
策
の
最
適
な
選
択
を
導
き
、
流

行
を
抑
制
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
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CO
VI

D 
宗
教
的
集
会
（

M
G）

は
、
呼
吸
器
感
染
症
（

RT
I）
の
伝
播
と
拡
大
に
最
適

な
条
件
を
提
供
す
る
。
我
々
は
、
国
際
的
な
宗
教
・
ス
ポ
ー
ツ
集
会
で
繰
り

返
し
発
生
す
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（

CO
VI

D-
19
）
と
そ
の

他
の

RT
Iに

関
す
る
最
近
の
文
献
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
。

 
最
近
の
知
見
で
は
、
大
規
模
集
会
（

M
G）

の
主
催
者
は
、
リ
ス
ク
に
基
づ

く
感
染
管
理
対
策
を
導
入
し
、
呼
吸
器
感
染
症
（

RT
I）
の
感
染
を
抑
制
し

た
。

20
20
年
と

20
21
年
の
ハ
ッ
ジ
（
メ
ッ
カ
巡
礼
）
は
、
人
数
を
制
限
し

て
実
施
さ
れ
た
。

20
20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

20
21
年
に
延
期
さ
れ
た
。

20
21
年
の
ハ
ッ
ジ
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お

け
る

CO
VI

D-
19
対
策
の
成
功
は
、
総
合
的
な
検
査
戦
略
と
と
も
に
、
適
切

な
公
衆
衛
生
お
よ
び
社
会
対
策
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
。
リ
ス
ク
に
基
づ

く
多
様
な
公
衆
衛
生
介
入
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

SA
RS

-C
oV

-2
お
よ
び
そ

の
他
の

RT
Iの

伝
播
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
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本
研
究
で
は
、
東
京

20
20
大
会
に
お
け
る
薬
局
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
下
で
行
わ
れ
た
薬
局
業
務
を
評
価
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
に
役
立
つ
知
見
を
提
供
す
る
。

 
薬
局
に
お
け
る
感
染
対
策
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
実

施
さ
れ
た
。
処
方
箋
の
発
行
数
と
調
剤
内
容
は
、
電
子
カ
ル
テ
と
薬
局
部
門

シ
ス
テ
ム
か
ら
取
得
し
、
ロ
ン
ド
ン

20
12
大
会
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
た
。

 
結
果
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
に
発
行
さ
れ
た
処
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方
箋
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ

11
20
枚
と

10
22
枚
で
あ
り
、
発
熱
外
来
で
発
行
さ

れ
た
処
方
箋
は
全
体
の

4%
（

77
/2

14
2）

で
あ
っ
た
。

20
12
年
の
ロ
ン
ド

ン
大
会
と
比
較
す
る
と
、
処
方
箋
の
数
は
減
少
（

-5
9%
）
し
て
い
た
。
こ
れ

は
、
感
染
対
策
が
徹
底
さ
れ
た
こ
と
と
、
日
本
入
国
前
の
事
前
健
康
診
断
が

徹
底
さ
れ
、
発
症
が
抑
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
た
。
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CO
VI

D 
感
染
予
防
策
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
の
観
客
の
感
染
リ
ス
ク
を
ど
の

程
度
低
減
で
き
る
か
を
評
価
す
る
た
め
に
、
感
染
源
、
環
境
、
受
容
者
の
経

路
を
統
合
し
た
モ
デ
ル
を
開
発
し
た
。
私
た
ち
は
、
感
染
者
か
ら
会
話
、

咳
、
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（

SA
RS

-
Co

V-
2）

の
ウ
イ
ル
ス
量
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
ウ
イ
ル
ス
の
不
活
性

化
や
伝
播
を
含
む
環
境
の
時
間
的
変
化
を
モ
デ
ル
化
し
た
。
予
防
措
置
の
有

無
に
よ
る
新
た
に
感
染
す
る
人
数
を
推
定
す
る
た
め
に
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
開
会
式
に
出
席
す
る
と
予
想
さ
れ
る

6
万
人

の
観
客
の
う
ち
、
新
た
に
感
染
者
と
な
る
人
の
確
率
を
算
出
し
た
。

 
何
の
予
防
策
も
講
じ
な
い
場
合
、
感
染
者

1
人
あ
た
り

1.
5～

1.
7
人
の
新
規

感
染
者
が
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
た
が
、
主
催
者
と
観
客
が
協
力
し
て
予
防

策
を
講
じ
た
場
合
、
感
染
リ
ス
ク
は

99
%
低
減
し
、
感
染
者

1
人
あ
た
り

0.
00

9～
0.

01
2
人
の
新
規
感
染
者
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

/パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
を

防
ぐ
に
は
、
主
催
者
と
観
客
の
協
力
に
よ
る
予
防
策
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
会
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
関
連
し
て
新

規
感
染
者
が

10
人
未
満
で
あ
る
こ
と
を
社
会
が
受
け
入
れ
る
と
い
う
前
提

で
、
感
染
拡
大
抑
制
の
目
安
と
し
て
、
粗
感
染
率
を

5×
10

-5
未
満
と
提
言

す
る
。
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20
20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競

技
に
お
け
る
医
療
計
画
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
や
異
常
気
温
に
関
連
す
る
直
前
の
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
困
難
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
非

常
時
の
医
療
ケ
ア
を
提
供
す
る
災
害
医
療
計
画
を
策
定
し
、
実
行
し
た
。

 
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、

CS
CA

TT
T
の
原
則
（
指
揮
命
令
、

安
全
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
評
価
、
治
療
、
ト
リ
ア
ー
ジ
、
搬
送
）
に

従
っ
て
医
療
ケ
ア
計
画
を
策
定
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
は

会
場
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
熱
中
症
、
負
傷
の
症
例
数
を
評
価
し

た
。
観
客
な
し
で
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に
は
選

手
と
ス
タ
ッ
フ
を
含
め

63
8
人
が
参
加
し
た
。
合
計
で
、
負
傷

7
件
、
軽
度

の
熱
中
症

3
件
、
そ
の
他

13
件
の
事
例
が
報
告
さ
れ
、
救
急
搬
送
が
必
要

と
な
っ
た
の
は

2
件
の
み
で
あ
っ
た
。
大
会
後
も
観
察
期
間
を
含
め
、
大
会

会
場
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

 
こ
の
医
療
計
画
は
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
熱
中
症
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
発
生
を
防
ぐ
の
に
有
効
で
あ
っ
た
。
災
害
医
療
の
原

則
で
あ
る

CS
CA

TT
T
に
従
っ
て
計
画
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
短
期
間
で
可
能
に
な
る
。

 
37

03
22

55
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VI

D-
19

 in
fe

ct
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n 
ris

k 
as

se
ss

m
en

t a
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m
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ag
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t a
t t

he
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ok
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c 
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Pa

ra
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m
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c 
Ga

m
es

: A
 

sc
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g 
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vie

w
 

リ
ス
ク
評

価
 

CO
VI

D 
本
検
討
で
は
、
東
京

20
20
大
会
に
お
け
る

CO
VI

D-
19
の
リ
ス
ク
評
価
や

対
策
に
つ
い
て
言
及
し
た
論
文
を
抽
出
し
、
ど
の
よ
う
な
研
究
が
行
わ
れ
た

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

2
つ
の
検
索
エ
ン
ジ
ン

（
Pu

bM
ed
と

Sc
ie

nc
eD

ire
ct
）
か
ら

75
件
、
ハ
ン
ド
サ
ー
チ
か
ら

4
件

の
論
文
が
抽
出
さ
れ
た
。

 
CO

VI
D-

19
の
事
前
リ
ス
ク
評
価
と
対
策
の
有
効
性
に
関
す
る
定
量
的
評
価

の
両
方
を
行
っ
た
論
文
は

8
件
の
み
で
あ
り
、
迅
速
で
解
決
策
に
焦
点
を
当

て
た
リ
ス
ク
評
価
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
レ

ビ
ュ
ー
で
は
、
開
催
国
に
お
け
る
市
民
へ
の

CO
VI

D-
19
感
染
拡
大
に
関
す

る
調
査
結
果
は
一
貫
性
を
欠
く
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
開
催
国
以
外
へ
の

感
染
拡
大
に
関
す
る
評
価
は
欠
如
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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CO
VI

D 
20

20
年
東
京
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（

CO
VI

D-
19
）
に
よ
り
延
期
さ
れ
た
。

CO
VI

D-
19

は
、
大
規
模
な
集
会
イ
ベ
ン
ト
に
と
っ
て
重
大
な
健
康
上
の
脅
威
と
な
っ
て

い
る
が
、
熱
中
症
も
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
上
で
潜
在
的
に
大
き
な
健

康
上
の
脅
威
と
な
り
得
る
。

20
20
年

3
月
か
ら

9
月
ま
で
の
東
京
都
に
お
け

る
CO

VI
D-

19
の
入
院
患
者
数
お
よ
び
夏
季
（

20
16
年
～

20
20
年
）
の
東

京
都
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
者
数
の
週
別
推
移
と
暑
さ
指
数

（
W

BG
T）

の
週
別
日
最
高
平
均
値
を
調
査
し
た
。

20
20
年
に
は
、
熱
中
症

に
よ
る
救
急
搬
送
の
ピ
ー
ク
が

CO
VI

D-
19
の
再
流
行
と
重
な
り
、
熱
中
症

患
者
と

W
BG

T
の
増
加
が
観
察
さ
れ
た
。

 
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
の
大
規
模
集
会
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く

CO
VI

D-
19
対
策
と
実
施
が
保
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
早
急
な
再
考
と
十
分
な
対
策
が
な
け
れ
ば
、
東
京
で
は

CO
VI

D-
19
と

熱
中
症
の
二
重
の
負
担
が
医
療
提
供
体
制
を
圧
迫
し
、

20
21
年
の
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
期
間
中
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
は
困

難
と
な
る
だ
ろ
う
。
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CO

VI
D 

核
酸
検
査
（

NA
T）

は
、
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（

CO
VI

D-
19
）
の
蔓
延
を
効
果
的
に
抑
制
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、

20
20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

20
22
年
の
北

京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
対
象
に
費
用
対
効
果
分
析
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
監
視
戦
略
の
最
適
化
を
目
指
す
。

 
NA

T
の
頻
度
、
症
状
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
濃
厚
接
触
者
管
理
の
強
化
に
関
す
る

合
計

18
の
シ
ナ
リ
オ
が
設
定
さ
れ
た
。

 エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ベ
ー
ス
の
確
率
動

態
モ
デ
ル
を
使
用
し
て
、
異
な
る

NA
T
シ
ナ
リ
オ
の
費
用
対
効
果
を
比
較

し
、
監
視
戦
略
を
最
適
化
し
た
。
累
積
感
染
者
数
、
コ
ス
ト
、
増
分
費
用
対
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効
果
比
（

IC
ER
）
が
モ
デ
ル
の
枠
組
み
の
中
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ

た
。

IC
ER

は
異
な
る
シ
ナ
リ
オ
の
費
用
対
効
果
を
比
較
す
る
た
め
に
使
用
さ

れ
た
。

 結
果
、
シ
ナ
リ
オ

16
で
は
、
競
技
関
係
者
（

CR
P）

が
毎
日

NA
T

を
受
け
、
感
染
症
隔
離
対
象
の
国
家
ス
ポ
ー
ツ
代
表
団
（

NS
D）

が
毎
日
追

加
の

NA
T
を
受
け
た
場
合
、
累
積
感
染
数
は

32
0.

90
（
初
期
感
染
数

90
）

と
な
り
、
総
費
用
は

89
2
万
米
ド
ル
、
感
染
者

1
人
当
た
り
の
検
出
費
用
は

2
万

78
00
米
ド
ル
で
あ
っ
た
。
シ
ナ
リ
オ

16
は
、
シ
ナ
リ
オ

10
（
毎
週

NA
T、

濃
厚
接
触
者
対
策
強
化
）
お
よ
び
シ
ナ
リ
オ

7（
毎
日

NA
T、

濃
厚

接
触
者
対
策
強
化
な
し
）
と
比
較
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
費
用
を

22
57
万
米

ド
ル
（
感
染
者
数

56
9.

61
人
回
避
）
、

14
2
万
米
ド
ル
（
感
染
者
数

47
.2

人
回
避
）
削
減
で
き
る
。
感
度
分
析
に
よ
り
、
こ
の
結
果
は
基
礎
再
生
数

（
R0
）
の
変
化
に
最
も
敏
感
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
隔
日
、
毎
日
、

1
日

2
回
と
い
っ
た
高
頻
度

NA
T
は
費
用
対
効
果
に
優
れ
て
い
た
。

 ま
た
、

濃
厚
接
触
者
対
策
を
強
化
し
た

CR
P
に
対
す
る

1
日

1
回

NA
T
は
、
大
規

模
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
優
先
的
に

実
施
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
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CO
VI

D 
20

21
年
夏
に
延
期
さ
れ
た
大
会
は
、
開
催
都
市
・
東
京
で
過
去
最
高
レ
ベ
ル

の
CO

VI
D-

19
感
染
が
拡
大
す
る
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
中
に
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
二
次
感
染
者
数
を
推
定
す
る
た
め
に
、

多
型
分
岐
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
を
使
用
し
た
シ
ナ
リ
オ
分
析
を
行
っ
た
。
大
会

関
係
者
、
東
京
の
一
般
市
民
、
国
内
か
ら
の
観
客
の
そ
れ
ぞ
れ
が
感
染
拡
大

に
及
ぼ
す
影
響
を
分
析
し
た
。

 
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
異
な
る
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
感
染
が
ど
の
よ
う
な
経

過
を
た
ど
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
感
染
予
防
対
策
の
緩
和
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
観
客
の
入
場
禁
止
と
い
う
決
定
を
支
持
す
る
根
拠
を
示
し
た
。

 
予
防
対
策
が
適
切
に
実
施
さ
れ
た
場
合
、
大
会
の
新
規
感
染
者
数
は
ゼ
ロ
に

近
づ
く
と
推
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
感
染
拡
大
が
抑
制
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
大
会
関
係
者
の
感
染
者
数
は
数
百
人
に
達
し
、
東
京
で
の

1
日
の
感
染

者
数
は

4,
00

0
件
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
た
。
国
内
か
ら
の
観
客
が
許
可
さ

れ
て
い
た
場
合
（
会
場
の

50
%
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
、

25
0
人
以
上
の
観
客

が
感
染
し
た
状
態
で
東
京
の
競
技
会
場
に
や
っ
て
き
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
、

30
0
件
以
上
の
二
次
感
染
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
仮

に
大
会
期
間
中
に
感
染
し
た
と
み
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
の
場
合
、
そ
の
地
域
の

流
行
の
状
況
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
集
団

間
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
公
衆
衛
生
対
策
に
よ
っ
て
感
染
レ
ベ
ル
を
流

行
レ
ベ
ル
以
下
に
抑
え
、
そ
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
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本
稿
で
は
、
合
成
制
御
法
（
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M
）
と
リ
ッ
ジ
回
帰
拡
張
合
成
制
御
法

（
Ri
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e 
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gm

en
te

d 
SC

M
）
を
用
い
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が

東
京
都
に
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け
る
新
型
コ
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感
染
症
（
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の
新
規
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sy
nt

he
tic
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on

tro
l m

et
ho

ds
 （

CO
VI

D
) 

感
染
者
数
に
与
え
た
影
響
を
試
算
す
る
。
こ
れ
ら
の
手
法
を
用
い
た
デ
ー
タ

主
導
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

CO
VI

D-
19
の
症
例

数
に
与
え
た
要
因
の
影
響
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
異
な
る
分
析

設
定
か
ら
得
ら
れ
た
信
頼
性
の
高
い
推
定
値
に
基
づ
き
、
仮
説
シ
ナ
リ
オ
と

比
較
す
る
と
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ
り
、
東
京
で
は

10
0
万
人

あ
た
り

1
日
平
均

10
5～

13
2
件
（
日
本
全
体
で
は

47
～

65
件
）
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
症
例
が
増
加
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
東
京
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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感
染
症

 
CO

VI
D 

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
が
適
切
に
運
営
さ
れ
な
い
場
合
、
健
康
リ
ス
ク
を
増
大
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
開
催
国
お
よ
び
帰
国
後
の
参
加
者
の
母
国
に
お
け
る

医
療
シ
ス
テ
ム
に
過
剰
な
負
担
を
か
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（

CO
VI

D-
19
）
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト

に
関
連
す
る
リ
ス
ク
要
因
と
、
感
染
症
緊
急
事
態
に
お
け
る
緩
和
策
の
適
用

効
果
を
評
価
す
る
機
会
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ

り
、
開
催
国
に
お
け
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
に
関
す
る
最
善
の
方
法
を

突
き
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
世
界
保
健
機
関
（

W
HO

）
と
関
係
機
関
は
、
大
規
模
集
会
の
計
画
に
お
け
る

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
進
す
る
標
準
的
な
指
針
と
関
連
ツ
ー
ル

を
策
定
し
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
大
規
模
集
会
の
意
思
決
定
を
導
く

た
め
の

3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
、
す
な
わ
ち
「
リ
ス
ク
評
価
」
、
「
リ
ス
ク
軽

減
」
、
「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
東
京

20
20
年
お
よ
び
北
京

20
22
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
含
む
、
い
く
つ
か
の
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
と
実
施
に

適
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
国
際
イ
ベ
ン
ト
か
ら
は
教
訓
が
得
ら
れ
、
将
来
の

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
を
さ
ら
に
改
善
す
る
情
報
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
。
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m

es
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リ
ス
ク
管

理
 

CO
VI

D 
本
研
究
の
目
的
は
、

(i)
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の

20
20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
概
要
を
述
べ
、

(ii
)F

IF
A 

W
C2

02
2
の
開
催
に
際
し
て
の
潜
在
的
な
課
題
と
チ
ャ
ン
ス
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

/パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
安
全
な
開
催
を
実
現
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
超
え
た
レ
ガ
シ
ー
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
大
会
を
通
じ
て
収
集
さ
れ

た
貴
重
な
デ
ー
タ
と
教
訓
が
寄
与
し
た
。
厳
し
い
公
衆
衛
生
対
策
、
特
に
選

手
と
各
代
表
団
を
対
象
と
し
た
徹
底
し
た
バ
ブ
ル
方
式
は
、
対
象
集
団
内
で

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
封
じ
込
め
に
成
功
し
た
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

 
22

02
2
年
の

FI
FA

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
期
間
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
徹
底
し
た
感
染
対
策
は
、
カ
タ
ー
ル
に
お
け

る
喫
緊
の
優
先
事
項
で
あ
り
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
計
画
さ
れ
た
対
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者
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報

 

策
と
医
療
戦
略
は
、
想
定
さ
れ
る
多
数
の
来
訪
者
に
対
す
る
リ
ス
ク
に
う
ま

く
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
比
較
的
安
全
な
メ
ガ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
を
十
分
に
保
証
で
き
る
。
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D 
20

20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（

CO
VI

D-
19
）
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
下
で
実
施
さ
れ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（

SA
RS

-C
oV

-2
）
感
染
者
を
早
期
に
発
見
し
、
感
染
拡

大
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
選
手
が
試
合
会
場
に
時
間
通
り
に
到
着
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

 
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
自
己
採
取
し
た
唾
液
サ
ン
プ
ル
を
化
学
発

光
酵
素
免
疫
測
定
法
で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
、
そ
の
後
、

PC
R
法
に
よ
る
確

認
検
査
を
行
う
と
い
う

2
段
階
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
検
査
結
果
の
正
確
性

を
確
保
す
る
た
め
に
、
徹
底
し
た
品
質
保
証
対
策
と
、
性
能

/検
体
の
質
に
関

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
た
。

 
時
系
列
チ
ャ
ー
ト
分
析
を
実
施
し
、
全
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
す
る
と
と

も
に
、
検
体
採
取
の
改
善
に
向
け
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
唾
液
検

体
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
結
果
が
検
体
採
取
か
ら

12
時
間
以
内
に
報
告
さ
れ
、

陽
性
確
認
検
査
は
平
均
所
要
時
間

15
0
分
で
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
会

に
お
け
る
選
手
の
活
動
と
競
技
が
確
保
さ
れ
た
。
時
系
列
チ
ャ
ー
ト
分
析
に

よ
り
、
偽
陽
性
に
よ
る
選
手
の
棄
権
は
な
く
、
ま
た
感
染
ク
ラ
ス
タ
ー
も
発

生
し
て
な
い
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
実
践
、
シ
ス
テ
ム
、

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
は
、
今
後
同
様
の
大
規
模
感
染
症
流
行
下
で
開
催
さ
れ
る
大

規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
モ
デ
ル
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
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CO
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D 
本
研
究
で
は
、

20
20
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し

て
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
拡
大
に
与
え
る
影
響
を
分

析
し
た
。
様
々
な
リ
ス
ク
軽
減
策
の
有
効
性
を
評
価
す
る
た
め
に
、
組
織
全

体
プ
ロ
セ
ス
を
対
象
と
し
た
リ
ス
ク
評
価
手
法
を
確
立
し
た
。

 
社
会
的
距
離
、
マ
ス
ク
着
用
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
影
響
を
考
慮
し
た
改
良
型

W
el

ls
-R

ile
yモ

デ
ル
、
お
よ
び
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
拡
大
に
対
す
る
隔
離
と
ワ

ク
チ
ン
接
種
戦
略
の
効
果
を
導
入
し
た

SI
QR

V
モ
デ
ル
が
、
こ
の
研
究
で
開

発
さ
れ
た
。

2
つ
の
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
予
測
さ
れ
た

1
日
当
た
り
の
感
染

者
数
と
累
積
感
染
者
数
が
得
ら
れ
、
実
際
に
報
告
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
両
者
は
ほ
ぼ
一
致
し
た
。

 
そ
の
結
果
、
バ
ブ
ル
方
式
と
頻
繁
な
検
査
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
拡
大
を
抑
制
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
陽
性
患
者
の

急
増
は
、
主
に
デ
ル
タ
変
異
株
の
高
い
感
染
力
と
、
日
本
に
お
け
る
低
い
予

防
接
種
率
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
基
づ

き
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
リ
ス
ク
管
理
上
の
問
題
点
が
特
定
さ
れ
、
改
善

策
が
検
討
さ
れ
た
。

 
全
体
と
し
て
、
本
研
究
の
成
果
は
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
の
パ
ン
デ
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ミ
ッ
ク
対
策
と
し
て
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
実
用
的
な
対
策
を
立
案
す
る

上
で
、
意
思
決
定
者
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
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サ
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CO
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D 

本
研
究
で
は
、
選
手
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
リ
ア
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
量
と
臨

床
的
に
確
認
さ
れ
た
症
例
の
定
量
的
な
関
連
性
を
調
査
し
た
。

20
21
年

7
月

14
日
か
ら

9
月

8
日
に
か
け
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
を
通
じ
て
選
手
村
内
の

7
つ

の
異
な
る
エ
リ
ア
か
ら

36
0
の
パ
ッ
シ
ブ
サ
ン
プ
ル
と

32
9
の
グ
ラ
ブ
サ
ン

プ
ル
を
採
取
し
、

EP
IS

EN
S（

Ef
fic

ie
nt

 a
nd

 P
ra

ct
ic

al
 v

iru
s 

Id
en

tif
ic

at
io

n 
Sy

st
em

 w
ith

 E
nh

an
ce

d 
Se

ns
iti

vi
ty
）
法
に
よ
り

SA
RS

-C
oV

-2
 R

NA
を
調
査
し
た
。
パ
ッ
シ
ブ
サ
ン
プ
ル
と
グ
ラ
ブ
サ
ン
プ

ル
に
お
け
る

SA
RS

-C
oV

-2
 R

NA
の
検
出
率
に
は
、
有
意
な
関
連
性
が
認

め
ら
れ
（

P 
< 

0.
00

1、
φ

 =
 0

.3
2、

χ
2
検
定
）
、
パ
ッ
シ
ブ
サ
ン
プ
リ

ン
グ
の
方
が
陽
性
率
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
下
水
中
ウ
イ
ル
ス
量
と
臨

床
的
に
確
認
さ
れ
た
症
例
の

Re
ce

iv
er

 O
pe

ra
tin

g 
Ch

ar
ac

te
ris

tic
（

RO
C）

曲
線
分
析
に
基
づ
き
、
最
も
感
度
の
高
い
カ
ッ
ト
オ
フ
ポ
イ
ン
ト

は
、

3
日
間
の
パ
ッ
シ
ブ
サ
ン
プ
ル
の
定
量
限
界
（

LO
Q）

で
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
。
こ
の
最
適
条
件
下
で
は
、
感
度
と
特
異
性
は
そ
れ
ぞ
れ

0.
78
と

0.
40
で
あ
っ
た
。
本
研
究
で
は
、
下
水
ウ
イ
ル
ス
量
の
定
量
分
析
と
報
告
さ

れ
た
症
例
に
基
づ
き
、
ビ
ル
レ
ベ
ル
の
下
水
監
視
に
お
け
る
パ
ッ
シ
ブ
サ
ン

プ
リ
ン
グ
の
有
効
性
が
実
証
さ
れ
た
。
適
切
な
分
析
方
法
と
定
量
的
な
カ
ッ

ト
オ
フ
値
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
時
的
な
滞
在
者
に
お
け
る
感
染

症
の
発
生
を
監
視
す
る
強
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
下
水
の
監
視
が
役
立
つ
可

能
性
が
あ
る
。
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２
２
年
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ン
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ク
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京
大
会

 

 

表
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し
た
論

文
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２
０
２
２
年
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/
パ
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リ
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ッ
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北

京
大

会
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医
療
体
制

 疾
病
分
析

 
北
京

20
22
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
CO

VI
D-

19
）
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
流
行
中
に
行
わ
れ
た

2
回
目
の
大
会

で
あ
っ
た
。
本
研
究
で
は
、

20
22
年

2
月

4
日
か
ら

20
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
第

24
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京
大
会
期
間
中
の
傷
害
お
よ
び
疾

病
発
生
率
を
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

 
北
京

20
22
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
診
療
所
、
医
療
施
設
、
救
急
搬
送
で
報
告

し
た
選
手
の
負
傷
お
よ
び
疾
病
の
数
を
毎
日
記
録
し
た
結
果
、
合
計
で

91
カ
国
か
ら
参
加
し
た

2,
89

7
人
の
選
手
が
負
傷
ま
た
は
疾
病
を
経
験
し
、

17
日
間
の
期
間
中
に

10
0
人
の
選
手
あ
た
り

11
.3
件
の
負
傷
と

2.
8
件
の
疾
病

で
あ
っ
た
。

 
負
傷
者
の

32
6
件
の
う
ち
、

14
件
（

4.
3%
）
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ま
た
は

競
技
へ
の

1
週
間
以
上
の
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
病
気
に
罹
患
し
た
選

手
は

80
人
で
、

50
件
（

62
.5

%
）
が
歯
科

/眼
科

/耳
鼻
咽
喉
科
で
あ
っ

た
。
全
体
で
、

11
%
の
選
手
が
大
会
中
に
少
な
く
と
も

1
つ
の
怪
我
を
負
っ

て
お
り
、

20
14
年
と

20
18
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
調
査
結
果
と
類

似
し
て
い
た
。
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医
療
体
制

 疾
病
（
負

傷
）
分
析

 
本
研
究
の
目
的
は
北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
中
に
発
生
し
た
傷
害
お
よ

び
疾
病
の
発
生
率
を
報
告
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 
各
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（

NO
C）

の
医
療
チ
ー
ム
か
ら
の
報
告
お
よ
び

北
京

20
22
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
総
合
診
療
所
お
よ
び
医
療
会
場
で
の
報

告
を
通
じ
て
、
選
手
の
傷
害
お
よ
び
疾
病
の
発
生
数
を
記
録
し
た
。

 
合
計

91
の

NO
C
か
ら
参
加
し
た

28
48
人
の
選
手
（
女
性

12
76
人
、

45
％
；
男
性

15
72
人
、

55
％
）
を
対
象
に
、
傷
害
お
よ
び
疾
病
の
発
生
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

 
28

9
件
の
負
傷
と

10
9
件
の
疾
病
が
報
告
さ
れ
、

17
日
間
の
期
間
中
、

10
0

人
の
選
手
に
つ
き

10
.1
件
の
負
傷
と

3.
8
件
の
疾
病
が
発
生
し
た
こ
と
に
な

る
。
負
傷
率
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
、
ス
キ
ー
・
ハ
ー
フ
パ
イ
プ

（
30

%
）
、
ス
キ
ー
・
ビ
ッ
グ
エ
ア
（

28
%
）
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
ス
ロ
ー

プ
ス
タ
イ
ル
（

23
%
）
、
ス
キ
ー
・
ス
ロ
ー
プ
ス
タ
イ
ル
（

22
%
）
で
あ
っ

た
。
病
気
発
症
率
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
（

10
%
）
、

ス
ケ
ル
ト
ン
（

8%
）
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
（

8%
）
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合
（

7%
）
で
あ
っ
た
。

 
調
査
期
間
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（

CO
VI

D-
19
）
は

32
人
の

So
lig

ar
d 

T,
 P

al
m

er
 D

, 
St

ef
fe

n 
K,

 L
op

es
 A

D,
 

Gr
ek

 N
, H

e 
X,

 W
an

g 
Y,

 
Gr

an
t M

E,
 T

or
es

da
hl

 B
G,

 
Gi

lg
ie

n 
M

, B
ud

ge
tt 

R,
 

En
ge

br
et

se
n 

L.
 

Br
 J 

Sp
or

ts
 M

ed
. 2

02
3 

Oc
t 2

4:
bj

sp
or

ts
-2

02
3-

10
74

12
. d

oi
: 

10
.1

13
6/

bj
sp

or
ts

-
20

23
-1

07
41

2.
 O

nl
in

e 
ah

ea
d 

of
 p

rin
t. 

228



P
M

ID
 

論
文
タ
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ト
ル

 
区
分

 
 

テ
ー
マ

 
論
文
の
ポ
イ
ン
ト

 
著
者

 
書
誌
情
報

 

選
手
に
影
響
を
与
え
、
こ
れ
は
全
選
手
の

1.
1%
に
あ
た
り
、
全
病
気
事
例
の

29
%
を
占
め
た
。
全
体
と
し
て
、
北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
中
に

10
%

の
選
手
が
負
傷
し
、

4%
の
選
手
が
病
気
に
か
か
っ
た
。
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CO
VI

D-
19

 
（
ク
ロ
ー
ズ

ド
ル
ー
プ
）

 

本
研
究
は

20
22
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
（

BO
W

G）
で
採

用
さ
れ
た
「
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
」
シ
ス
テ
ム
の
防
疫
対
策
の
有
効
性
を
評

価
す
る
。

BO
W

G
期
間
中
に
確
認
さ
れ
た

SA
RS

-C
oV

-2
陽
性
者

28
0
人

の
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
、
診
断
日
、
入
国
日
な
ど
の

情
報
を
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
調
査
・
分
析
し
た
。

 
SA

RS
-C

oV
-2
陽
性
患
者
の

97
.9
％
は
国
外
か
ら
の
感
染
者
で
あ
り
、

96
.4
％
は
無
症
状
で
あ
っ
た
。
年
齢
中
央
値
は

37
歳
（
範
囲
：

29
～

47
歳
）
、

73
.9
％
が
男
性
で
、
感
染
者
の
大
半
は
放
送
関
係
者
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に
つ
い
て
は
、

93
.5
％
が

完
全
接
種
で
あ
り
、

BO
W

G
期
間
中
に
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム
内
で

感
染
し
た
と
考
え
ら
れ
る
症
例
は

6
例
で
あ
っ
た
。
確
定
症
例
の
累
積
数

は
、
迅
速
検
疫
措
置
（

3
日
後
）
が
実
施
さ
れ
た
場
合
は

1,
13

7
人
、
遅
延

検
疫
措
置
（

9
日
後
）
が
実
施
さ
れ
た
場
合
は

5,
53

0
人
と
な
る
。
こ
の
モ

デ
ル
化
に
よ
り
、
厳
格
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
予
防
対
策
と
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ

シ
ス
テ
ム
が
、

BO
W

G
期
間
中
の

SA
RS

-C
oV

-2
の
蔓
延
を
効
果
的
に
抑

制
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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大
規
模
イ
ベ
ン
ト
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（

CO
VI

D-
19
）
の

リ
ス
ク
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
は
、
人
員
、
資
材
、
隔
離
場
所
、

そ
の
他
の
支
援
作
業
を
事
前
に
十
分
に
準
備
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
本

研
究
で
は
、

20
22
年
北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
例
と
し
て
、
数
理
モ
デ
ル

を
用
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
選
手
、
役
員
、
そ
の
他
の
関
係
者
の
参

加
リ
ス
ク
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
の
リ
ス
ク
、
予
防
・
管
理
対
策
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
で
は
、
入

国
時
に
確
認
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
感
染
者
の
推
定
数
は

35
7
人

（
95
％

CI
：

15
3-

56
8）

、
観
測
数
は

32
3
人
で
あ
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
に
入
っ
た
「
感
染
の
種
」
の
推
定
数
は

19
5
人

（
95
％

CI
：

43
-3

35
）
で
あ
り
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
で
観
察
さ
れ
た
感
染

者
数
は

21
2
人
で
あ
っ
た
。
本
研
究
は
、
感
染
症
の
数
理
モ
デ
ル
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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熱
射
病

 

国
際
競
技
連
盟
（

IF
）
の
中
に
は
、
暑
さ
に
よ
る
危
険
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
の

健
康
を
守
る
た
め
に
、
特
別
な
対
策
を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ

の
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、

20
24
年
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
含
ま
れ
る

45
競
技
の
う
ち
、

32
の
国
際
競
技
連
盟
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
対
策
を
ま

と
め
て
い
る
。
会
場
の
タ
イ
プ
、
測
定
さ
れ
た
パ
ラ
メ
ー
タ
、
使
用
さ
れ
た

熱
指
標
、
測
定
手
順
、
軽
減
策
の
詳
細
を
提
供
し
、
そ
の
対
策
が
推
奨
で
あ

る
か
必
須
で
あ
る
か
を
明
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
熱
ス
ト
レ

ス
リ
ス
ク
の
分
類
も
し
て
お
り
、

15
競
技
が
ハ
イ
リ
ス
ク
、
強
い
ハ
イ
リ
ス

ク
、
極
め
て
高
い
リ
ス
ク
と
分
類
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
在
ス
ポ
ー
ツ
で
使

用
さ
れ
て
い
る
指
標
は
、
兵
士
や
労
働
者
向
け
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ア
ス
リ
ー
ト
が
受
け
る
熱
負
荷
を
適
切
に
反
映
し
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
特
に
、
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
高
い
発
熱
量
や
順
応
度

を
考
慮
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
熱
ス
ト
レ
ス
の
リ
ス
ク
を
定
量
化
す

る
た
め
に
国
際
競
技
連
盟
（

IF
）
が
使
用
し
て
い
る
熱
指
標
の
妥
当
性
を
検

討
し
、
近
い
将
来
、
ア
ス
リ
ー
ト
特
有
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
指
標
を
開
発

す
る
必
要
が
あ
る
。
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リ
ス
ク
評

価
 

感
染
症
（
ア

ル
ボ
ウ
イ
ル

ス
）

 

20
23
年

10
月
に
パ
リ
地
域
で
予
想
さ
れ
る
国
際
的
な
観
光
客
の
増
加
と
パ

リ
地
域
で
の
最
初
の
デ
ン
グ
熱
に
よ
り
、

20
24
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中

の
ア
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染
の
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

温
帯
地
域
で
起
こ
り
う
る
ア
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
要
因
を
分
析
し
た
。
パ

リ
周
辺
に
お
け
る
媒
介
蚊
の
分
布
、
季
節
ご
と
の
世
界
的
な
ア
ル
ボ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
パ
タ
ー
ン
、
予
測
さ
れ
る
来
訪
者
の
人
口
統
計
、
国
際
便
の
予
約

状
況
な
ど
で
あ
る
。

 我
々
の
検
討
結
果
は
、

20
24
年
の
夏
に
見
込
ま
れ
る

ビ
ジ
タ
ー
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
は
、
例
年
と
比
較
し
て
ア
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス
が
パ

リ
地
域
に
流
入
す
る
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
逆
に
、
ア
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス
発
生
の
主
な
リ
ス
ク
は
フ
ラ
ン
ス
国

内
、
特
に
、
デ
ン
グ
熱
の
顕
著
な
流
行
が
進
行
中
の
フ
ラ
ン
ス
領
西
イ
ン
ド

諸
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
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感
染
症
（
ア

ル
ボ
ウ
イ
ル

ス
）

 

20
23
年
に
パ
リ
広
域
（
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
）
で
捕
獲
さ
れ
た
イ
エ
ネ
コ

は
、
実
験
で

5
種
類
の
ア
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
し
、
媒
介
可
能
と
な
る
期

間
は
、
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
は
感
染

3
日
後
か
ら
、
チ
ク
ン
グ
ニ
ア

ウ
イ
ル
ス
と
ウ
ス
ツ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染

7
日
後
か
ら
、
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
と

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染

21
日
後
か
ら
で
あ
っ
た
。

20
24
年
初
頭
に
フ
ラ
ン

ス
で
報
告
さ
れ
た
輸
入
デ
ン
グ
熱
感
染
の
数
を
考
え
る
と
、
流
行
国
か
ら
の

外
国
人
旅
行
者
が
予
想
さ
れ
る

7
月
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
は
、
ヒ

ト
ス
ジ
シ
マ
カ
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
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感
染
症
（
黄

色
ブ
ド
ウ
球

菌
）

 

ア
ス
リ
ー
ト
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
や
競
技
中
に
、
ス
ポ
ー
ツ
用
具
や

 ア
メ

ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
共
有
し
て
接
触
や
擦
り
傷
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
、
ア
ス
リ
ー
ト
間
や
チ
ー
ム
内
で
の

菌
の
拡
散
を
促
進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
ス
リ
ー
ト
の
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
保

有
率
が
一
般
集
団
に
比
べ
て
高
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
内
で
感
染

症
、
特
に
皮
膚
感
染
症
が
集
団
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
ア
ス
リ
ー
ト
間
で

の
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
蔓
延
を
抑
え
る
た
め
に
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症

が
集
団
発
生
し
た
際
に
除
菌
プ
ロ
ト
コ
ル
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
個

人
お
よ
び
集
団
の
衛
生
ル
ー
ル
を
厳
格
か
つ
明
確
に
定
め
、
共
有
す
る
ス

ポ
ー
ツ
用
具
を
定
期
的
に
消
毒
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
。
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下
水
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス

 

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
、

CO
VI

D-
19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る
そ
の
役

割
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
住
民
の
健
康
を
監
視
す
る
た
め
の
効
果
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
本
研
究
で
は
、

20
24
年
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
拡
大
す
る
可
能
性
を
探
る
。

 
大
会
の
一
般
公
衆
衛
生
に
お
け
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
対
象
と
な
る

60
の

病
原
体
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
各
病
原
菌
は

3
つ
の
評
価
基
準
（

 A
：
分

析
可
能
性
、

B：
関
連
性
、
す
な
わ
ち
大
会
の
特
殊
性
と
病
原
体
の
特
徴
、

C：
公
衆
衛
生
の
意
思
決
定
に
役
立
つ
付
加
価
値
）
に
照
ら
し
て
検
討
さ
れ

た
。
分
析
可
能
性
は
、
査
読
付
き
出
版
物
か
ら
得
ら
れ
た
根
拠
に
よ
り
評
価

さ
れ
、
初
期
リ
ス
ト
は

25
病
原
体
に
絞
り
込
ま
れ
た
。
約

30
人
の
専
門
家

か
ら
な
る
委
員
会
は
、
基
準

A
を
満
た
す

5
つ
の
病
原
体
を
追
加
提
案
し
、

3
ラ
ウ
ン
ド
の
反
復
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
評
価
さ
れ
た
病
原
体
は
合
計

30
種
と
な
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

70
％
に
達
し
な
か
っ
た
病
原

体
は
、
専
門
家
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
審
議
さ
れ
た
。

 
結
果
、
大
会
期
間
中
の
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
適
し
た

6
つ
の
優
先
す
べ

き
対
象
病
原
体
（
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
、

A
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、

B
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、

M
PO

X
ウ
イ
ル
ス
、

SA
RS

-C
oV

-2
、
麻

疹
ウ
イ
ル
ス
）
の
特
定
に
成
功
し
た
。

 
最
後
に
、
パ
リ

20
24
に
お
け
る
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
計
画
の
実
施
が
成

功
す
れ
ば
、
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
る
他
の
大
規
模
集
会
に
お
い
て
も
同
様

の
監
視
活
動
が
実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
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（
文
献
レ

ビ
ュ
ー
）

 

20
24
年
パ
リ
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

/パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は
、

20
24
年

7
月

26
日
か
ら

9
月

8
日
ま
で
、
主
に
パ
リ
と
そ
の
周
辺
の
フ
ラ
ン
ス
で
開

催
さ
れ
る
。
公
衆
衛
生
関
係
者
や
意
思
決
定
者
は
、
大
会
が
開
催
さ
れ
る
地

域
に
お
い
て
、
監
視
シ
ス
テ
ム
を
構
築
ま
た
は
強
化
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
期
間
中
に
発
生
し
た
感
染
症
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
を
検
出
し
、
対

処
す
る
た
め
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
温
暖
な
季
節
に
開
催
さ
れ
る

OP
G

や
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
関
連
し
た
、
あ
る
い
は
そ
の
期
間
中
に
報
告

さ
れ
た
主
な

 ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
を
特
定
す
る
た
め
に
、
文
献
レ
ビ
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ー
を
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行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

19
92
年
以
降
、
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
や
サ
ッ
カ
ー
の
国
際
大
会
で
は
、
主
に
呼
吸
器
系
、
消
化

器
系
、
食
中
毒
な
ど
の
感
染
症
が
散
発
的
に
発
生
し
て
い
る
が
、
ア
ウ
ト
ブ

レ
イ
ク
は
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
大
会
で
は
、
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
る
た
め
に
新
し
い
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
を
連
合
さ
せ
た
り
、

発
明
し
た
り
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
監
視
は
、
必
要
な
人
的
・

財
政
的
資
源
で
補
強
さ
れ
た
、
実
績
の
あ
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
既
存
の
医
療
・

検
査
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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大
気
汚
染

 

大
気
汚
染
は
、
呼
吸
器
疾
患
の
あ
る
人
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な

く
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

（
OP

G）
に
渡
航
す
る
人
々
や
競
技
に
参
加
す
る
人
々
に
も
当
て
は
ま
る
可

能
性
が
あ
る
。
我
々
は
、
過
去
の
観
測
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
予
想
さ
れ
る
パ

リ
の
大
気
の
状
態
に
つ
い
て
調
査
し
、
今
後
の
国
際
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
戦
略
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 
20

20
～

20
23
年

7～
9
月
の
大
気
汚
染
物
質
デ
ー
タ
お
よ
び

20
15
～

20
22

年
の
花
粉
デ
ー
タ
を
、
パ
リ
地
域
の

Ai
rp

ar
if
お
よ
び

RN
SA

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
得
た
。

Ai
rp

ar
if
の
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
の
数
値
モ
デ
リ
ン
グ
は
、

OP
G
会
場
の
空
間
デ
ー
タ
を
用
い
た
。

 
結
果
、

PM
2.

5
の

1
日
最
大
平
均
値
は
、
交
通
局
で

11
±

6μ
g/

m
3
で
あ

り
、

W
HO

が
推
奨
す
る

1
日
の
大
気
質
基
準
値
（

AQ
T）

を
下
回
っ
た
。

NO
2
濃
度
は
農
村
部
で

5±
3µ

g/
m

3 、
都
市
部
で

17
±

14
µg

m
3
で
あ
っ

た
。
交
通
局
の
近
く
で
は
、

W
HO

の
AQ

T
を
超
え
る

40
±

24
 µ

g/
m

3
ま

で
上
昇
し
た
。
い
ず
れ
も

UT
C（

協
定
世
界
時
）
の

06
:0

0
と

20
:0

0
に

ピ
ー
ク
を
示
し
た
。
環
境
中
の

O3
レ
ベ
ル
は
月

20
日
に

AQ
T
を
超
え
、

UT
C1

4:
00
に
ピ
ー
ク
を
示
し
た
。

6
月
か
ら

9
月
ま
で
の
主
な
ア
レ
ル
ゲ

ン
分
類
群
は
イ
ネ
科
で
あ
っ
た
。

 
パ
リ

OP
G
で
は
、
大
気
汚
染
物
質
レ
ベ
ル
は
大
気
質
基
準
値
内
に
収
ま
る

と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
非
常
に
暑
く
晴
天
の
場
合
は

O3
濃
度
や
イ
ネ
科

花
粉
の
レ
ベ
ル
も
高
く
な
る
た
め
、
影
響
を
受
け
や
す
い
人
々
の
リ
ス
ク
を

考
慮
し
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
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大
気
の
質
（

AQ
）
が
悪
い
状
況
下
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
そ

れ
に
関
連
す
る
健
康
リ
ス
ク
に
つ
い
て
主
催
者
や
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
寄
せ
ら

れ
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
が
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
本
レ

ビ
ュ
ー
で
は
、
現
在
の
知
見
を
ま
と
め
、
大
気
汚
染
と
ス
ポ
ー
ツ
の
関
係
に

つ
い
て
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
運
動
中
に
遭
遇

す
る
大
気
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し
て
い
る
。
ま
た
、
大
気
汚
染
が
ア
ス
リ
ー
ト
の
呼
吸
器
系
の
健
康
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
特
に

AQ
教
育
に
重
点
を
置
い
た
軽
減
策
を
提
案
し
て
い
る
。
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療
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カ
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界
選
手
権
が
開
催
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。
こ
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の
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で
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ク
分
析
が
不
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で
あ
る
。
本
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究
で
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的
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分
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世
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健
機
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療
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の
リ
ス
ク
レ
ベ
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。
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療
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さ
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。
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ベ
ン
ト
の
発
現
の
観
点
か
ら
分

析
を
行
う
こ
と
で
、
参
加
者
が
組
織
的
・
個
人
的
に
実
施
す
べ
き
予
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可
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が
で
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い
て
、
各
国
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染
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に
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す
る
対
処
方
法
を
分
析
し
、
感
染
症
対
策
を
立
案
す
る
こ
と
が
重

要
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る
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本
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の
研
究
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の
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、
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と
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催
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催
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と
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の
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が
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。
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的
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ワ
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テ
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携
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す
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傷
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（
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 1
～

4.
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で
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っ
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。

傷
害
の
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負
担
は
、
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り
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3
日
（
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％
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2
日
）
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、
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（
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、
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、
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（
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で
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本
研
究
は
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
（
例
：
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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
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ー
ル
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™
）
に
お
け
る
医
薬
品
提
供
に
関
す
る
救
急
薬
剤
師
の
視
点
と
経
験
を

探
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こ
と
を
目
的
と
し
た
。
フ
ォ
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カ
ス
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
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カ
ッ
シ
ョ
ン
を

用
い
た
定
性
的
手
法
を
採
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し
た
。
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つ
の
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ォ
ー
カ
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グ
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を
設
定
し
、
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名
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参
加
し
た
。
参
加
者
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カ
ッ
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の
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準
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い
て
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験
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滑
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と
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、
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。
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リ
ス
ク
評

価
 

意
思
決
定

ツ
ー
ル

 
本
研
究
は
、

CO
VI

D-
19

 の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る

 M
G 
の
管
理
に
採

用
さ
れ
た
意
思
決
定
支
援
手
法
を
検
証
し
、
そ
の
概
要
を
ま
と
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
。

20
20
年
か
ら

20
24
年
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
、
イ
ベ
ン

ト
の
種
類
（
例
：
学
術
、
宗
教
、
政
治
、
ス
ポ
ー
ツ
）
と
適
用
さ
れ
た
意
思

決
定
ツ
ー
ル
に
基
づ
い
て
分
類
し
た
。
多
様
な
意
思
決
定
支
援
技
術
が
特
定

さ
れ
、
リ
ス
ク
評
価
ツ
ー
ル
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
の
種
類
に
お
い
て
最
も
広
く
採
用
さ
れ
て
い
た
。

 
合
計

19
9
件
の
研
究
が
初
期
段
階
で
特
定
さ
れ
、
意
思
決
定
支
援
技
術
と
の

関
連
性
に
基
づ
き
最
終
的
に

10
件
が
選
択
さ
れ
た
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に

は
、

20
20
年
ハ
ッ
ジ
、

20
21
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

20
22
年
カ
タ
ー
ル

FI
FA

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
け
る
リ
ス
ク
軽
減
戦
略
の
成
功
事
例
が
含
ま
れ

た
。
フ
ァ
ジ
ー
論
理
、
ベ
イ
ジ
ア
ン
分
析
、
多
基
準
意
思
決
定
な
ど
の
技
術

も
、
特
に
複
雑
な
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル

は
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

CO
VI

D-
19
の
感
染
リ
ス
ク
の
低
減
に
大

き
く
貢
献
し
た
。

 
本
レ
ビ
ュ
ー
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
の
大
規
模
集
会
の
安
全
な
管
理
に
お
け

る
意
思
決
定
支
援
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の
研
究

で
は
、
新
興
技
術
の
活
用
と
意
思
決
定
支
援
ツ
ー
ル
が
公
衆
衛
生
管
理
に
及

ぼ
す
長
期
的
な
影
響
に
焦
点
を
当
て
る
べ
き
で
あ
る
。
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 d

ur
in

g 
FI

FA
 W

or
ld

 C
up

 2
02

2 
Qa

ta
r 

サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス

 
EI

OS
 

FI
FA

W
C
カ
タ
ー
ル

20
22
（

FW
C2

2）
に
備
え
、
既
存
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
対
策
を
補
完
す
る
た
め
に
、

EI
OS
（

Ep
id

em
ic

 In
te

lli
ge

nc
e 

fro
m

 
Op

en
 S

ou
rc

es
）
が
導
入
さ
れ
た
。
本
研
究
で
は
、

EI
OS

が
公
衆
衛
生
に

関
連
す
る
シ
グ
ナ
ル
を
検
出
す
る
実
証
的
確
率
を
推
定
し
た
。
ま
た
、
大
規

模
集
会
イ
ベ
ン
ト
中
に
中
等
度
～
高
リ
ス
ク
の
シ
グ
ナ
ル
を
識
別
す
る
要
因

に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

 
そ
の
結
果
、

EI
OS

が
公
衆
衛
生
に
関
連
す
る
シ
グ
ナ
ル
を
捕
捉
す
る
確
率
は

0.
85
％
と
推
定
さ
れ
、
国
家
的
対
応
が
必
要
な
シ
グ
ナ
ル
は

3
件
で
あ
っ

た
。
シ
グ
ナ
ル
の
ハ
ザ
ー
ド
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
発
生
地
域
と
有
意
な
関
連
を

示
し
た
。
開
発
さ
れ
た
ト
リ
ア
ー
ジ
基
準
は
、
低
リ
ス
ク
と
中
・
高
リ
ス
ク

の
シ
グ
ナ
ル
を
許
容
で
き
る
識
別
力
で
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
EI

OS
は
公
衆
衛
生
の
脅
威
の
早
期
警
告
に
有
用
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
。
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r t
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 T
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医
療
体
制

  
本
研
究
は
、
医
療
従
事
者
の
知
識
、
態
度
、
訓
練
、
お
よ
び
大
規
模
集
会
イ

ベ
ン
ト
時
の
感
染
症
の
脅
威
に
お
け
る
病
院
の
備
え
に
対
す
る
認
識
を
評
価

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

 
20

19
年

6
月

1
日
か
ら

7
月

31
日
ま
で
、
カ
タ
ー
ル
主
要

5
病
院
の
救
急

部
に
勤
務
す
る
医
師
と
正
看
護
師
を
対
象
に
自
記
式
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
用

い
て
実
施
し
た
。
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Se
ct
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dy
 

研
究
参
加
者
の
感
染
症
脅
威
に
関
す
る
知
識
ス
コ
ア
の
全
体
平
均
は

75
.0
％

（
SD

±
18

.1
）
で
あ
っ
た
。
参
加
者
の
大
半
は
、
大
規
模
集
会
イ
ベ
ン
ト
時

の
感
染
症
へ
の
備
え
に
対
し
て
前
向
き
で
あ
っ
た
。
研
究
参
加
者
は
、
大
規

模
集
会
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
に
対
応
す
る
た
め
の
各
病
院

の
現
在
の
準
備
態
勢
に
つ
い
て
も
良
好
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
。

 
そ
の
結
果
、
参
加
者
は
、
大
規
模
集
会
イ
ベ
ン
ト
（
例
：
国
際
サ
ッ
カ
ー
連

盟
（

FI
FA
）

W
C2

02
2
年
大
会
）
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
の
リ
ス
ク
に

つ
い
て
知
識
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
の
発
生
に
対
応
す
る

た
め
に
必
要
な
訓
練
や
姿
勢
に
つ
い
て
前
向
き
で
あ
っ
た
。
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W
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 Q

at
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サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス

 
下
水
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス

 
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（

W
BE
）
は
、
大
規
模
な
集
会
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

感
染
症
発
生
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
公
衆
衛
生
介
入
に
有
効

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
カ
タ
ー
ル
は
、

20
22
年

FI
FA

 W
C
カ

タ
ー
ル
大
会

™
（

FW
C’

22
）
期
間
中
の
感
染
症
の
拡
大
を
監
視
し
、
対
策
を

講
じ
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
使
用
し
て
、

SA
RS

-C
oV

-2
、
ヒ
ト
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
を

監
視
し
た
。

 
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、

20
22
年

10
月
か
ら

20
23
年

1
月
の
間
、
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

5
つ
の
主
要
な
下
水
処
理
施
設
を
対
象
と

し
た
。
予
想
通
り
、

SA
RS

-C
oV

-2
と
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の

RN
A
は
す

べ
て
の
サ
ン
プ
ル
で
検
出
さ
れ
た
が
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
は
検
出
さ
れ
な

か
っ
た
。

SA
RS

-C
oV

-2
の
濃
度
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
会
場
周
辺
な
ど
の

人
口
密
度
や
、
患
者
報
告
数
と
相
関
し
て
い
た
。

 
こ
の
研
究
は
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
に
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
感
染

症
の
効
率
的
か
つ
費
用
対
効
果
の
高
い
監
視
シ
ス
テ
ム
を
公
衆
衛
生
当
局
に

提
供
す
る
上
で
有
用
で
あ
る
。
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熱
中
症

 
過
酷
な
暑
さ
は
運
動
能
力
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
可
能
性
が
あ
る
。

 
本
研
究
は

20
20
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び

20
22
年
国
際
サ
ッ
カ
ー
連

盟
W

C
に
お
け
る
競
技
イ
ベ
ン
ト
管
理
上
の
意
思
決
定
に
際
し
て
、
気
候

デ
ー
タ
の
使
用
を
提
案
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
W

BG
T
モ
デ
ル
の
気
象
入
力
デ
ー
タ
は
、
第

2
回
モ
ダ
ン
・
エ
ラ
・
レ
ト
ロ

ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ナ
リ
シ
ス
・
フ
ォ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
ア
ン
ド
・
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
横
浜
お
よ
び
埼
玉
）
お
よ
び
カ
タ
ー
ル
（
ド
ー
ハ
お
よ
び

ア
ル
・
ダ
イ
エ
ン
）
か
ら
取
得
し
、
日
本
で
は

20
20
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
、
カ
タ
ー
ル
で
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
競
技
大
会
の
予
定
期
間

（
11
月
、

12
月
）
お
よ
び
従
来
の
期
間
（

6
月
、

7
月
）
に
お
け
る
、

1
時

間
当
た
り
の

W
BG

T、
30
℃
～

32
℃
お
よ
び

32
℃
を
超
え
る
時
間
帯
の
割

合
を
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
た
。

 
そ
の
結
果
、

20
20
年
の
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リ
ン
ピ
ッ
ク
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ッ
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ー
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大
会
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け
る
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W
BG

T
は
、

40
～

50
%
の
割
合
で
、
午
前
後
半
か
ら
午
後
前
半
に
か
け
て

30
℃
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
り
、

20
22
年
の

W
C
カ
タ
ー
ル
大
会
の
時
期

を
夏
か
ら
晩
秋
に
変
更
す
る
こ
と
で
、

W
BG

T
が

30
℃
を
超
え
る
状
況
へ
の

曝
露
は
ゼ
ロ
に
な
る
。
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
は
、
組
織

的
な
意
思
決
定
に
お
い
て
気
候
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。
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FI
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W
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up

リ
ス
ク
評

価
熱
中
症

 
FI

FA
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
猛
暑
の
脅
威
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
カ

タ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

20
22
年
大
会
は
、
こ
の
脅
威
に
対
応
す
る
た
め
、

夏
か
ら
冬
に
変
更
さ
れ
た
。

今
後
、
北
米
で
開
催
さ
れ
る

20
26
年
大
会
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

20
03
年
か
ら

20
22
年
ま
で
の

1
時
間
ご
と
の
気
象
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
開

催
地
の
暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
指
標
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
湿
球
儀
温

（
W

BG
T）

を
モ
デ
ル
化
し
、
こ
の
リ
ス
ク
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、

16
の
開
催
都
市
の
う
ち

14
都
市
で

W
BG

T
が

28
℃
を
超
え
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

20
年
間
の
記
録
の
平
均
（
最
も
暑
い
年
）
で
は
、

4
都
市
（

9
都
市
）

で
午
後
半
分
の
時
間
以
上
、
こ
の
基
準
値
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
気

候
に
関
す
る
妥
当
な
議
論
が
提
示
さ
れ
、
熱
リ
ス
ク
が
最
も
高
い
開
催
地

（
屋
内
空
調
設
備
の
な
い
場
所
）
で
は
、
最
も
暑
い
午
後
の
時
間
帯
を
避
け

て
キ
ッ
ク
オ
フ
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究

は
、
温
暖
化
が
進
む
気
候
下
で
の
試
合
や
競
技
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る

際
に
、
必
要
な
介
入
措
置
を
講
じ
る
た
め
に
、
主
要
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
前
に
熱
リ
ス
ク
を
慎
重
に
評
価
す
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
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